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図　面　目　次

上り線　給水本管工移設工撤去図

上り線　給水本管工移設・復旧図　

No

1

図　面　名　称 図面番号

上り線　トンネル設備等ケーブル撤去工図（参考図）(1)

上り線　トンネル施設工（参考図）(4)

上り線　トンネル施設工構造図（参考図）

上り線　トンネル施設工（参考図）(1)

上り線　トンネル施設工（参考図）(3)

上り線　トンネル施設工（参考図）(2)

平面図39.1KP-39.7KP(仮設)（下り線対面通行）（参考図）

下り線　トンネル施設工（参考図）(1)

下り線　トンネル設備等ケーブル撤去工図（参考図）(1)

下り線　トンネル設備等ケーブル移設工図（参考図）(1)

下り線　トンネル施設工構造図（参考図）

下り線　トンネル設備等ケーブル復旧工図（参考図）(1)

上り線　トンネル設備等ケーブル復旧工図（参考図）(1)

上り線　トンネル設備等ケーブル移設工図（参考図）(1)
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下り線　トンネル施設工（参考図）(2)

下り線　トンネル施設工（参考図）(3)

下り線　トンネル施設工（参考図）(4)

下り線　トンネル施設工（参考図）(5)

下り線　トンネル施設工（参考図）(6)

平面図39.8KP-40.2KP(仮設)（下り線対面通行）（参考図）

交通規制安全設備工(下り線対面通行)配置配線図（参考図）(1)

平面図35.7KP-36.2KP(仮設)（上り線対面通行）（参考図）

平面図36.3KP-36.9KP(仮設)（上り線対面通行）（参考図）

平面図39.1KP-39.7KP(仮設)（上り線対面通行）（参考図）

交通規制安全設備工(上り線対面通行)配置配線図（参考図）(1)

交通規制安全設備工(上り線対面通行)配置配線図（参考図）(2)

交通規制安全設備工(上り線対面通行)配置配線図（参考図）(3)

交通規制安全設備工(下り線対面通行)配置配線図（参考図）(2)

交通規制安全設備工(下り線対面通行)配置配線図（参考図）(3)
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明科トンネル(上り線)入口部照明緩和曲線図・配置図（参考図）

明科トンネル(下り線)上り線用入口照明配線図（参考図）（１）

明科トンネル主電気室配線図（参考図）

明科トンネル(上り線)入口照明幹線系統図（参考図）

明科トンネル(上り線)下り線用入口照明配線図（参考図）（１）

明科トンネル(下り線)入口照明幹線系統図（参考図）

明科トンネル麻績側坑口廻り配管配線図（参考図）

明科トンネル仮設機器設置図(3)(下り線施工時)（参考図）

明科トンネル仮設機器設置図(1)(上り線施工時)（参考図）

明科トンネル仮設機器設置図(2)(上り線施工時)（参考図）

配管敷設図（参考図）

明科トンネル一般図（参考図）

明科トンネル副電気室配線図（参考図）

明科トンネル(下り線)入口部照明緩和曲線図・配置図（参考図）
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明科トンネル仮設機器設置図(4)(下り線施工時)（参考図）

明科トンネル主電気室機器配置配線図(仮設)（参考図）

明科トンネル副電気室機器配置配線図(仮設)（参考図）

明科トンネル（上り線）坑口廻り配管設置図 （参考図）

明科トンネル（下り線）坑口廻り配管設置図（参考図）

明科トンネル安曇野側坑口廻り配管配線図（参考図）

明科トンネル(上下線)坑口廻り配管配線設置図（参考図）

明科トンネル入口照明器具取付要領図（参考図）

明科トンネル主電気室単線結線図（参考図）

明科トンネル副電気室単線結線図（参考図）

明科トンネル入口照明器具外形図（参考図）(1)

明科トンネル入口照明器具外形図（参考図）(2)

露出配管支持金物詳細図（参考図）

明科トンネル(上り線)下り線用照明器具取付図（参考図）

明科トンネル(下り線)上り線用照明器具取付図（参考図）
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61 工事用電力設備工図（1）～（3） ～61 63



　数 量 総 括 表(1/7)  

項目番号 特-(10)

項目名称 仮設非常駐駐車帯工 交通規制安全設備工

監視設備 監視設備
防災監視

詰所
防災監視

詰所

防災監視
詰所用

ケーブル

防災監視
詰所監視員A

非常時牽引車 坑内カメラA 坑内カメラA 坑内カメラB 坑内カメラB
拡声放送

設備
拡声放送用
ケーブル

非常用通話設
備

非常用通話設
備表示板

非常用通話設
備

非常用通話設
備用

ケーブル
入口照明

入口照明用
ケーブル

仮設トンネル
入口情報

板工D

（設置・撤去） （供用） （設置・撤去） （供用） （設置・撤去） （設置・撤去） （供用） （設置・撤去） （供用） （設置・撤去） （設置・撤去） （設置・撤去） （設置・撤去） （供用） （設置・撤去） （設置・撤去） （設置・撤去） （設置・撤去）

単位 基 基・月 箇所 箇所・月 ｍ 人・日 台・月 箇所 箇所・月 箇所 箇所・月 箇所 ｍ 箇所 箇所 箇所・月 ｍ 灯 ｍ 箇所

　

1 37.6008KP ～ 38.6867KP

明科トンネル周辺 ： L=4400.0m

1(1) 35.8000KP ～ 40.2000KP 上下線 1 19.0 1 28.0 62.1 1,044 28.0 62 1,240.0 13 353.4 10 2,854.2 32 32 736.0 2,170.4 74 594.0 2

2区間 ： L=376.5m

37.7539KP ～ 38.1304KP 上り線

0.0 1.0 19.0 1.0 28.0 62.1 1,044.0 28.0 62.0 1,240.0 12.6 353.4 10.0 2,854.2 32.0 32.0 736.0 2,170.4 74.0 594.0 2.0合　　計

インバート設置区間

番
号

名　称

及　び

測　点

契約
項目
名称

明科トンネル　本体補強工

安曇野側（トンネル坑外）



　数 量 総 括 表(2/7)  

項目番号

項目名称

単位

　

1 37.6008KP ～ 38.6867KP

明科トンネル周辺 ： L=4400.0m

1(1) 35.8000KP ～ 40.2000KP 上下線

2区間 ： L=376.5m

37.7539KP ～ 38.1304KP 上り線

0.0合　　計

インバート設置区間

番
号

名　称

及　び

測　点

契約
項目
名称

明科トンネル　本体補強工

安曇野側（トンネル坑外）

特-(10)

交通規制安全設備工 給水本管工 試掘工 仮設ケーブルダクト工 仮設ケーブルラック トンネル設備等ケーブル移設工

仮設トンネル
入口情報

板工D

仮設トンネル
入口情報
板工DS

仮設トンネル
入口情報
板工DS

移設工 復旧工 A B

WSD-300・175 WSD-300・175 Cr-300・70 Cr-300・70 避難誘導A-1 避難誘導A-2 避難誘導A-3 避難誘導A-4 計測信号線 計測電源線
非常電話表示

灯
非常電話表示
灯接地母線

D型情報板

（供用） （設置・撤去） （供用） （設置・撤去） （設置・撤去） （設置・撤去） （設置・撤去）

（昼夜） （昼夜）

(上) (上) (上) (下) (上) (下) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上)

箇所・月 箇所 箇所・月 箇所 箇所 箇所 箇所 ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

22.0 2 22.0 1.0 1.0 407.6 1,210.6 63.9 230.5 542.7 542.7 542.7 542.7 444.3 542.7 542.7 542.7 542.7

1.0 1.0

22.0 2.0 22.0 1.0 1.0 1.0 1.0 407.6 1,210.6 63.9 230.5 542.7 542.7 542.7 542.7 444.3 542.7 542.7 542.7 542.7



　数 量 総 括 表(3/7)  

項目番号

項目名称

単位

　

1 37.6008KP ～ 38.6867KP

明科トンネル周辺 ： L=4400.0m

1(1) 35.8000KP ～ 40.2000KP 上下線

2区間 ： L=376.5m

37.7539KP ～ 38.1304KP 上り線

0.0合　　計

インバート設置区間

番
号

名　称

及　び

測　点

契約
項目
名称

明科トンネル　本体補強工

安曇野側（トンネル坑外）

特-(10)

トンネル設備等ケーブル移設工

CCTV映像線
CCTV電源系

統①
CCTV電源系

統②
ELB警報 1L1 1L2 盤間連絡線 ヒーター電源 赤色表示灯

火災検知器共
通電源線

防災幹線 接地母線① 接地母線② 副電気室送り
主電気室GC

系送り
中間盤連絡
ケーブル

避難誘導B-1 避難誘導B-2 避難誘導B-3 避難誘導B-4

(上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下)

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

444.3 542.7 542.7 444.3 542.7 542.7 444.3 531.4 542.7 444.3 444.3 542.7 542.7 1,485.2 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,557.1 1,557.1

444.3 542.7 542.7 444.3 542.7 542.7 444.3 531.4 542.7 444.3 444.3 542.7 542.7 1,485.2 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,557.1 1,557.1



　数 量 総 括 表(4/7)  

項目番号

項目名称

単位

　

1 37.6008KP ～ 38.6867KP

明科トンネル周辺 ： L=4400.0m

1(1) 35.8000KP ～ 40.2000KP 上下線

2区間 ： L=376.5m

37.7539KP ～ 38.1304KP 上り線

0.0合　　計

インバート設置区間

番
号

名　称

及　び

測　点

契約
項目
名称

明科トンネル　本体補強工

安曇野側（トンネル坑外）

特-(10)

トンネル設備等ケーブル移設工

ELB警報 1BL1 1BL2 盤間連絡線 ヒーター電源 赤色表示灯
検知器共通電

源
防災幹線 CCTV映像線

CCTV電源系
統①

CCTV電源系
統②

計測信号線 計測電源線 D型情報板
非常電話表示

灯
ローカル幹線

（0.9-30P）
接地母線① 接地母線②

ローカル幹線
（0.65-60P）

(下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下)

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,461.7 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7

1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,461.7 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,557.1 1,461.7 1,557.1 1,557.1 1,461.7



　数 量 総 括 表(5/7)  

項目番号

項目名称

単位

　

1 37.6008KP ～ 38.6867KP

明科トンネル周辺 ： L=4400.0m

1(1) 35.8000KP ～ 40.2000KP 上下線

2区間 ： L=376.5m

37.7539KP ～ 38.1304KP 上り線

0.0合　　計

インバート設置区間

番
号

名　称

及　び

測　点

契約
項目
名称

明科トンネル　本体補強工

安曇野側（トンネル坑外）

特-(10)

トンネル設備等ケーブル復旧工

避難誘導A-1 避難誘導A-2 避難誘導A-3 避難誘導A-4 計測信号線 計測電源線
非常電話表示

灯
非常電話表示
灯接地母線

D型情報板 CCTV映像線
CCTV電源系

統①
CCTV電源系

統②
ELB警報 1L1 1L2 盤間連絡線 ヒーター電源 赤色表示灯

火災検知器共
通電源線

防災幹線 接地母線①

(上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上) (上)

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

532.5 532.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 432.5 432.5 532.5

532.5 532.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 432.5 532.5 532.5 432.5 432.5 532.5



　数 量 総 括 表(6/7)  

項目番号

項目名称

単位

　

1 37.6008KP ～ 38.6867KP

明科トンネル周辺 ： L=4400.0m

1(1) 35.8000KP ～ 40.2000KP 上下線

2区間 ： L=376.5m

37.7539KP ～ 38.1304KP 上り線

0.0合　　計

インバート設置区間

番
号

名　称

及　び

測　点

契約
項目
名称

明科トンネル　本体補強工

安曇野側（トンネル坑外）

特-(10)

トンネル設備等ケーブル復旧工

接地母線② 副電気室送り
主電気室GC

系送り
中間盤連絡
ケーブル

トンネル誘導
表示灯

トンネル誘導
表示灯

トンネル誘導
表示灯

トンネル誘導
表示灯

トンネル照明 トンネル照明 トンネル照明 盤間連絡線 ヒーター電源 赤色表示灯
検知器共通電

源
防災幹線 CCTV映像線

CCTV電源系
統①

CCTV電源系
統②

トンネル換気
設備

トンネル換気
設備

避難誘導B-1 避難誘導B-2 避難誘導B-3 避難誘導B-4 ELB警報 1BL1 1BL2
計測信号線 計測電源線

(上) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下) (下)

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

532.5 1,476.0 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,438.5 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6

532.5 1,476.0 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,438.5 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6



　数 量 総 括 表(7/7)  

項目番号

項目名称

単位

　

1 37.6008KP ～ 38.6867KP

明科トンネル周辺 ： L=4400.0m

1(1) 35.8000KP ～ 40.2000KP 上下線

2区間 ： L=376.5m

37.7539KP ～ 38.1304KP 上り線

0.0合　　計

インバート設置区間

番
号

名　称

及　び

測　点

契約
項目
名称

明科トンネル　本体補強工

安曇野側（トンネル坑外）

特-(10)

トンネル設備等ケーブル復旧工 非常用電話工

D型情報板
非常電話表示

灯
ローカル幹線

（0.9-30P）
接地母線① 接地母線②

ローカル幹線
（0.65-60P）

既設非常用電
話

（撤去・設置）

仮設非常用電
話

（設置・撤去）

仮設非常用電
話

（供用）

(下) (下) (下) (下) (下) (下) (上) (上) (上)

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ 箇所 箇所 箇所・月

1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1.0 1.0 8.0

1,537.6 1,537.6 1,438.5 1,537.6 1,537.6 1,438.5 1.0 1.0 8.0
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TB3 20P
端子盤

TB4 20P
端子盤

TB5 20P
端子盤

TB6 20P
端子盤

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ避 避 避 避 避 避 避 避 避 避

トンネル設備等ケーブル移設工(1式当り)

ヒータ電源(ラック) VVR 8sq-3C(低圧)トンネル

非常用設備

防災枝線(火災検知器) CCP-AP0.65-10P

6kV CVT 22sq(高圧)副電気室送り

中継盤連絡ケーブル
受配電

設備
600V CVT 38sq(低圧)主電気室GC系送り

避難誘導B-2 VVR 3.5sq-3C(低圧)

避難誘導B-1 VVR 3.5sq-3C(低圧)

トンネル

誘導表示灯

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

避難誘導B-4

避難誘導B-3

防災幹線 CCP-AP 0.65-60P(通信)

赤色表示灯

盤間連絡線 CCP-AP 0.65-20P(通信)

VVR 22sq-2C(低圧)

CVV-S 8sq-4C(通信)

CCVT設備

電源系統①

電源系統②

映像線

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 8sq-3C(低圧)

28SM-TP-PE(通信)

VVR 14sq-3C(低圧)Ｄ型情報板(下)可変式道路

情報板設備

VVR 14sq-3C(低圧)非常電話表示灯非常電話

設備

ローカル幹線通信設備 CCP-AP 0.9-30P(通信)

トンネル

換気設備

CCP-AP 0.65-60P(通信)ローカル幹線通信線路

設備

光幹線

設備

44-48SM+4K-WBB2(通信)幹線伝送

トンネル

誘導表示灯

避難誘導 VVR 3.5sq-3C(低圧)

避 避 避 避 避 避 避 避 避 避

計測信号線 FCPEV 0.9-10P(通信)

計測電源線 CV 5.5sq-2C(低圧)

ＥＬＢ警報 CVV 2sq-3C(通信)

ＴＮ照明 1BL1

1BL2

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 5.5sq-3C(低圧)

E E E E E E E EE

凡例

消火栓(手動通報)

非常電話

ELB盤

避難誘導灯

HP

拡声器

ＣＣＴＶ

情報板

E

避

拡

TV

情

P 手動通報装置

TM

ジェットファンJF

照明用分電盤照

風向風速計

一酸化炭素濃度計

風

酸

接地母線① IV 22sq(低圧)
共通

接地母線② IV 8sq(低圧)

風

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合：移設＝1,461.69m,撤去＝1,438.49m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合：移設＝1,485.23m,撤去＝1,476.0m)
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(変状区間2:430.4m)
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ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合：移設＝1,256.6m,撤去＝1,267.4m) K
P
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配線分岐接続

設備名称 ケーブル名称 ケーブル種別

トンネル設備等ケーブル移設工(1式当り)

設備名称 ケーブル名称 ケーブル種別

5 － － －

5 － － －

4 － － －

4 2 2 －

4 2 2 －

4 2 2 －

4 2 2 －

2 3 3 －

2 4 4 －

2 7 － 7

2 3 3－

2 27 － 27

2 29 29 －

2 29 29 －

2 3 3－

2 2 2－

2 1 1 －

2 1 1 －

1 1－－

1 1 －－

1 1 －－

2 8 8 －

2 3－3

2

2 30

28 －

－ －

－

4 － － －

① ② ③ ④

① ② ③ ④

※１.防災枝線(火災検知器)は、壁面配管施工のため既設対象外とする。

凡例

①

②

③

④

直線接続箇所

分岐接続箇所

端末処理箇所

成端接続箇所

※避難誘導は、壁面配管施工のため既設対象外とする。

※２.移設及び撤去全長値は、立上げ及びＨＨ内等による余長分が含まれる。

低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合：移設＝1,557.09m,撤去＝1,537.63m)
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(撤去時)消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり
名　称 配線種別 長さ

CCP-AP 0.65-10P消火栓分岐線

VVR 14sq-2C

消火栓接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P非常電話分岐線

非常電話接地線 IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

VVR14sq
-2C

VVR14sq
-2C（30箇所）

（8箇所）

60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

24.0ｍ（3.0ｍ/箇所）

60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

24.0ｍ（3.0ｍ/箇所）

(移設時)消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり
名　称 配線種別 ケーブル長

CCP-AP 0.65-10P消火栓分岐線

CV-3.5sq-2C

消火栓接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P非常電話分岐線

非常電話接地線 IV 3.5sq

38.4ｍ （4.8ｍ/箇所）

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

CV3.5sq
-2c

CV3.5sq
-2c

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

（30箇所）

（8箇所）

電線管長

T2-G22,G28：60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

T2-G22：20.0ｍ（2.5ｍ/箇所）

(撤去時)ハンドホール内余長

走
行
側

追
越
側

名　称

高 圧

低 圧

通 信

通 信

余　長

1.0m×6箇所

1.0m×52箇所

1.0m×48箇所

1.0m×16箇所

合　計

6.0m

52.0m

48.0m

16.0m

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）

38.4ｍ （4.8ｍ/箇所）

IV 3.5sq(低圧)非常電話表示灯接地線 2 8 8 －

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

－

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル設備等ケーブル撤去工図(1)

ト ン ネ ル 設 備 等 ケ ー ブ ル 撤 去 工 図 (1)（参考図)

既設撤去及び移設配線図(下り線)

応用地質株式会社

1/25

1 　  25

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)

　  1 　

　 1 　

  1 /  63

1 / 63



※仮設ケーブルダクトから仮設ケーブルラックへの渡り部のケーブル長は次の通りとする。
　・消火栓部：立上0.3m＋立下0.3ｍ＝0.6m(0.6ｍ×30ヶ所＝18.0m)
　・非常電話部：立上0.3m＋立下0.3ｍ＝0.6m（0.6m×8ヶ所=4.8m）

※末端HHから仮設ケーブルダクト：立上=4.5m、立下=4.5m

消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり

名　称 配線種別 ケーブル長

CCP-AP 0.65-10P消火栓分岐線

CV-3.5sq-2C

消火栓接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P非常電話分岐線

非常電話接地線 IV 3.5sq

38.4ｍ （4.8ｍ/箇所）

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

CV3.5sq
-2c

CV3.5sq
-2c

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

（30箇所）

（8箇所）

電線管長

T2-G22,G28：60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

T2-G22：20.0ｍ（2.5ｍ/箇所）
※端子盤は消火栓部に含む

項　　目 配線・ケーブル 単　位
（仮設ダクト）

標準部末端HH～

仮設ダクト立上

末端HH～

仮設ダクト立上

（4.5m/箇所）

（1式）（1箇所）

（4.5m/箇所）

（1箇所）
合　計

4.5ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

接地母線① IV 22sq

接地母線② IV 8sq

ヒータ電源(ラック) VVR 8sq-3C

6kV CVT 22sq副電気室送り

CCP-AP 0.65-100P中継盤連絡ケーブル

600V CVT 38sq主電気室GC系送り

避難誘導B-2 VVR 3.5sq-3C

避難誘導B-1 VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

避難誘導B-4

避難誘導B-3

防災幹線 CCP-AP 0.65-60P

検知器共通電源(応答込)

赤色表示灯

盤間連絡線 CCP-AP 0.65-20P

VVR 22sq-2C

CVV-S 8sq-4C

電源系統①

電源系統②

映像線

VVR 8sq-3C

VVR 8sq-3C

28SM-TP-PE

VVR 14sq-3CD型情報板(下)

VVR 14sq-3C非常電話表示灯

ローカル幹線 CCP-AP 0.9-30P

計測信号線 FCPEV 0.9-10P

計測電源線 CV 5.5sq-2C

ＥＬＢ警報 CVV 2sq-3C

1BL1

1BL2

VVR 8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

（34～40区間）

仮設ダクト～

仮設ラック渡り

各部 非常電話部

（仮設ラック）

（3.0m/箇所）

（5又は6箇所）

消火栓部

（仮設ラック）

（3.0m/箇所）

（1又は2箇所）

消火栓部他

（仮設ラック）

（5.5m/箇所）

（１箇所）

消火栓部他

（仮設ラック）

（6.0m/箇所）

（21,22,23箇所）

消火栓部他

（仮設ラック）

（13.0m/箇所）

（１箇所）

消火栓部他

（仮設ラック）

（13.5m/箇所）

（２箇所）

消火栓部他

（仮設ラック）

（14.0m/箇所）

（１箇所）

端子部他

（仮設ラック）

（3.0m/箇所）

（３箇所）

端子部他

（仮設ラック）

（6.0m/箇所）

（１箇所）

仮設ダクト～

仮設ラック渡り

各部

（0.3m/n箇所） （0.3m/n箇所）

1,210.63

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,154.59

1,075.99

1,075.99

1,075.99

1,075.99

1,075.99

1,075.99

1,075.99

1,075.99

10.8

10.2

9.3

18.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

15.0

6.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

138.0

132.0

126.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

132.0

126.0

126.0

126.0

126.0

126.0

126.0

126.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

13.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

14.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

6.0

11.4 1,485.23

1,413.69

1,318.29

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,413.69

1,318.29

1,318.29

1,318.29

1,318.29

1,318.29

1,318.29

1,318.29

項　　目 配線・ケーブル 単　位
（仮設配管）

標準部通信HH～

仮設配管立上

（4.5m/箇所）

（1箇所）
合　計

4.5ｍローカル幹線 CCP-AP 0.65-100P

（1区間）

直線接続箇所

延焼防止シート

露出部

（1.0m/1箇所）

479.96 1.0 479.0 1,256.6

（仮設配管）

標準部

（1区間）

直線接続箇所

延焼防止シート

露出部

（1.0m/1箇所）

1.0 286.64

（仮設配管）

標準部

（1区間）

通信HH～

仮設配管立上

（4.5m/箇所）

（1箇所）

4.5

トンネル設備等ケーブル移設工 数量明細表(1式当り)

（G54） （G54） （G54）

トンネル設備等ケーブル移設工 数量明細表(1式当り)

10.5

9.6

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

10.5

9.6

9.6

9.6

9.6

9.6

9.6

9.6

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）

38.4ｍ （4.8ｍ/箇所）

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

10.2

9.3

9.3

9.3

9.3

9.3

9.3

9.3

仮設ダクト～

仮設ラック渡り

非常駐車帯部

（2.0m/2,3箇所）

6.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.0

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

ｍIV 3.5sq非常電話表示灯接地線 4.5 1,154.59 15.0 3.0 5.5 132.0 13.0 27.0 14.0 9.0 6.0 1,413.6910.510.2 4.0 4.5

総 合 計
(立上げ部)

(105.0m+38.4m)

－

1,557.09

1,461.69

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,557.09

1,461.69

1,461.69

1,461.69

1,461.69

1,461.69

1,461.69

1,461.69

1,557.09

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

－

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル設備等ケーブル移設工図(1)

ト ン ネ ル 設 備 等 ケ ー ブ ル 移 設 工 図 (1)(参考図)

設 置 及 び 接 続 (移設) 数 量 明 細 表(下り線)

応用地質株式会社

2/25
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No.50S No.51S No.52S No.53S No.54S No.55S

No.56S No.57S No.58S No.59S No.60S

No.61S No.62S No.63S No.64S No.65S No.66S No.67S No.68S No.69S No.70S No.71S No.72S

Ｅ

誘

誘

誘導

No.50S No.51S No.52S No.53S No.54S No.55S No.56S No.57S No.58S No.59S No.60S No.61S No.62S No.63S No.64S No.65S No.66S No.67S No.68S No.69S No.70S No.71S No.72S

37.41326 KP

で

HA

消

HB

消

HA

消

HA

消

HA

Ｅ

HA

誘導

L=3.00m

ブラケットＢ

2個

Cr-300・70(1段目)

延焼防止シートL=4.0m

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m

ブラケットＢ

2個

Cr-300・70(1段目)

高圧立上げ
37.39776 KP

低圧立上げ
消火栓① 37.43476 KP

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0m)

ブラケットＢ

4個

Cr-300・70(2段目)
L=5.50m

ブラケットＢ
8個

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

通信立上げ
消火栓② 37.48261 KP

WSD-300・175  L=12.27m

ブラケットＡ　8個
WSD-300・175  L=18.55m

ブラケットＡ　11個
WSD-300・175  L=44.35m

ブラケットＡ　24個
WSD-300・175  L=41.32m

ブラケットＡ　22個
WSD-300・175  L=43.47m
ブラケットＡ　23個

No.50S No.51S No.52S No.53S No.54S No.55S No.56S No.57S No.58S No.59S No.60S No.61S No.62S No.63S No.64S No.65S No.66S No.67S No.68S No.69S No.70S No.71S No.72S
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C2 C1 C2
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37.56356 KP
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通信立上げ

非常電話(1)

消火栓③

ELB端子(1)

K
P 

37
.4

82
61

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

G管(54)  L=479.96m
サドル(54)　240個
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半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1
延焼防止シート(2.0m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

火災検知器（既設）

仮設ケーブルダクト工

2000 20002000 2000

WSD-300･175

S.L

仮設ケーブルダクト工

火災検知器（既設）

WSD-300･175

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

390

開く

　　出てくる
ノズルが　　

　　　引く
ハンドル　
扉が　　　まで

手前に　　
　　　　を

約500 約500

S.L

仮設ケーブルラック

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

Cr-300･70(1段)

約
3
0
0

Cr-300･70(2段)

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

2000 2000

ラック延長(m)

設置母線
※配線長：3.5m
※電線管：T2-G28,G22：2.0m

防災枝線（消火栓）
赤色表示灯線

仮設ケーブル
延焼防止シート

仮設ケーブル
延焼防止シート

既設電線管　CD36
ヒーター電源線 VVR 3.5sq-2C（既設使用）

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(2段目)

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

ケーブル立上げ・立下げ、ラック上布設区間は
延焼防止シートによりケーブルを保護する。
（電源線、信号線・制御線は分離する。）

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

火災検知器（既設）

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(1段目)

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例

消火栓分岐線部分岐線は次のとおり

名　称 配線種別 ケーブル長

CCP-AP 0.65-10P消火栓分岐線

CV-3.5sq-2C

消火栓接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）消火栓

（30箇所）

電線管長

T2-G22,G28：60.0ｍ
（2.0ｍ/箇所）105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）

105.0ｍ（3.5ｍ/箇所）

ト ン ネ ル 施 設 工 (1)(参考図)

平 面 図（１）(下り線)　S=1:650

消 火 栓 部 側 面 図　S=1:50

標 準 部 側 面 図　S=1:50

(安曇野側)

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:650

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル施設工(1)(参考図)

応用地質株式会社

3/25

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)

3 　  25

長野自動車道 明科トンネル補強工事

注記
1)延焼防止シートL＝**mは一段目、( m)は2段目を示す。

Ａ

Ａ"
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No.71S No.72S No.73S No.74S No.75S No.76S No.77S No.78S No.79S No.80S No.81S No.82S No.83S No.84S No.85S No.86S No.87S No.88S No.89S No.90S No.91S No.92S
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Ｅ誘 誘

誘 誘

誘導 誘導

No.71S No.72S No.73S No.74S No.75S No.76S No.77S No.78S No.79S No.80S No.81S No.82S No.83S No.84S No.85S No.86S No.87S No.88S No.89S No.90S No.91S No.92S

で

HA

で

HA

消

HB

消

HA

消

HA

消

HB

消

HAHA

Ｅ

HA

端

誘導 誘導

L=13.50m

延焼防止シートL=14.5m(15.5)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

16個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ
4個

Cr-300・70(2段目)

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

WSD-300・175  L=43.47m
ブラケットＡ　23個

WSD-300・175  L=33.61m
ブラケットＡ　18個

WSD-300・175  L=38.62m
ブラケットＡ　21個

WSD-300・175  L=22.08m
ブラケットＡ　13個

WSD-300・175  L=17.30m
ブラケットＡ　10個

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

WSD-300・175  L=18.20m
ブラケットＡ　11個

WSD-300・175  L=19.05m
ブラケットＡ　11個
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37.57711 KP 37.58621 KP 37.6246 KP 37.6690 KP

37.6718 KP

37.6880 KP 37.6984 KP 37.7191 KP 37.7439 KP 37.7663 KP
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C2 C2 C1

37.56356 KP 37.6620 KP 37.7371 KP
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G管(54)  L=479.96m
サドル(54)　240個

非常電話(2) 非常電話(3) 消火栓⑧消火栓⑦

消火栓⑥

消火栓⑤消火栓④ ELB端子 端子盤高圧用HH

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)

撤去=1,267.4m)

撤去=1,267.4m)

低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

(変状区間2:430.4m)

(変状区間2:430.4m)

0m)

49m)
63m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

0m)

49m)
63m)

(変状区間2:430.4m)

(変状区間2:430.4m)

消
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端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例
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No.90S No.91S No.92S No.93S No.94S No.95S No.96S No.97S No.98S No.99S No.100S No.101S No.102S No.103S No.104S No.105S No.106S No.107S No.108S No.109S No.110S

(変状区間2:430.4m)

Ｅ誘 誘

誘 誘

誘導 誘導

No.90S No.91S No.92S No.93S No.94S No.95S No.96S No.97S No.98S No.99S No.100S No.101S No.103S No.104S No.105S No.106S No.107S No.108S No.109S No.110S

で

HA

消

HA

消

HA

消

HA

消

HB

消

HA

Ｅ

HA

誘導 誘導

.0m(5.0)m

Ｂ

段目)

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

WSD-300・175  L=19.05m
ブラケットＡ　11個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

L=13.50m

延焼防止シートL=14.5m(15.5)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

16個

WSD-300・175  L=40.75m
ブラケットＡ　22個

WSD-300・175  L=38.62m
ブラケットＡ　21個

WSD-300・175  L=35.87m
ブラケットＡ　19個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

WSD-300・175  L=40.26m
ブラケットＡ　22個

No.90S No.91S No.92S No.93S No.94S No.95S No.96S No.97S No.98S No.99S No.101S No.102S No.103S No.104S No.105S No.106S No.107S No.108S No.109S No.110S
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37.7663 KP 37.8136 KP 37.8579 KP

37.86068 KP

37.9014 KP 37.9081 KP 37.9553 KP

(変状区間2:430.4m)

C1 C2

37.8121 KP 37.9122 KP

(変状区間2:430.4m)

(変状区間2:430.4m)

延焼防

直線接続材

No.100S

非常電話(4) 消火栓⑫消火栓⑪

消火栓⑩

消火栓⑨消火栓⑧ ELB端子

G管(54)  L=479.96m
サドル(54)　240個

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

No.102S

ト ン ネ ル 施 設 工 (2)(参考図)
平 面 図（２）(下り線)　S=1:650

平 面 図（３）(下り線)　S=1:650

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:650

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル施設工(2)(参考図)

応用地質株式会社

4/25

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)
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長野自動車道 明科トンネル補強工事

注記
1)延焼防止シートL＝**mは一段目、
　( m)は2段目を示す。
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No.109S No.110S No.111S No.112S No.113S No.114S No.115S No.116S No.117S No.118S No.119S

No.120S No.121S No.122S No.123S No.124S

No.125S No.126S No.127S No.128S No.129S No.130S

K
P
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(変状区間3:84.0m)
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No.109S No.110S No.111S No.112S No.113S No.114S No.115S No.116S No.117S No.118S No.119S No.120S No.121S No.122S No.123S No.124S No.125S No.126S No.127S No.128S No.129S No.130S

で

HA

消

HA

消

HA

消

HA

消

HB

消

HAHA

Ｅ

HA

端

誘導

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ8個WSD-300・175  L=40.75m
ブラケットＡ　22個

WSD-300・175  L=38.65m
ブラケットＡ　21個

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ8個
L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個

WSD-300・175  L=9.05m
ブラケットＡ 6個

WSD-300・175  L=17.60m
ブラケットＡ　10個

WSD-300・175  L=8.20m
ブラケットＡ 6個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

WSD-300・175  L=40.09m
ブラケットＡ　22個

No.109S No.110S No.111S No.112S No.113S No.114S No.115S No.116S No.117S No.118S No.119S No.120S No.121S No.122S No.123S No.124S No.125S No.126S No.127S No.128S No.129S No.130S
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37.9553 KP 37.9880 KP 38.0026 KP 38.04676 KP

38.04961 KP

38.06321 KP 38.08381 KP 38.09586 KP 38.1433 KP

(変状区間3:84.0m)
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高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

C2 C1

37.9873 KP 38.06436 KP 38.16

K
P
 
3
8
.0

31
2

(変状区間3:84.0m)
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P
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8
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8

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)
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(変状区間3:84.0m)
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ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)
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延焼防止シートL=2.0m

直線接続材×1箇所

非常電話(5) 消火栓⑯消火栓⑮消火栓⑬消火栓⑫

消火栓⑭

ELB端子 端子盤高圧用HH

G管(54) L=479.00m
サドル(54)　241個

低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)
通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)
通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)

(変状区間2:430.4m)

(変状区間2:430.4m)

半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1
延焼防止シート(2.0m)
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8
.
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K
P

(変状区間2:430.4m)

(変状区間2:430.4m)

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例
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非常駐車帯部 31.0m

仮設ケーブルラック工　

Cr-300・70(2)L=31.80m

1
5
00

Ａ

消 で

9@3000=27000

1
0
00

2226

Ａ

既設カメラ

半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1
延焼防止シート(2.0ｍ)

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

ブラケットＡ

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(2段)

仮設ケーブルラック工
90°曲り Cr-300･70(2段)

非常電話ボックス▽監視員通路

1000
直線部

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

390

2
65

既設カメラ
半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1
延焼防止シート(2.0ｍ)

監
視

員
通

路
2
20

0ｍ
ｍ

S.L

2000 20002000 2000

サドルベースG54用サドルベースG54用
G管(54) G管(54)

6
0
0

ト ン ネ ル 施 設 工 (3)(参考図)

平 面 図（４）(下り線)　S=1:650

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:650

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル施設工(3)(参考図)

応用地質株式会社

5/25

非 常 駐 車 帯 部 詳 細 図 　S=1:400

Ａ－Ａ 断 面 　S=1:100
(非常駐車帯部)

標準部(追越側)側面図　S=1:50

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)
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長野自動車道 明科トンネル補強工事

注記
1)延焼防止シートL＝**mは一段目、
　( m)は2段目を示す。
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誘導

No.130S No.131S No.132S No.133S No.134S No.135S No.136S No.137S No.138S No.139S No.140S No.141S No.142S No.143S No.144S No.145S No.146S No.147S No.148S No.149S No.150S
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HA

消

HA
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HB

消

HA

風

HA

Ｅ

HA

誘導

.0)m

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

L=14.00m

延焼防止シートL=15.0m(16.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

16個

L=13.00m

延焼防止シートL=14.0m(15.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

16個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

WSD-300・175  L=40.75m
ブラケットＡ　22個

WSD-300・175  L=39.06m
ブラケットＡ　21個

WSD-300・175  L=34.60m
ブラケットＡ　19個

WSD-300・175  L=33.59m
ブラケットＡ　18個

WSD-300・175  L=40.75m
ブラケットＡ　22個
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C2 C2 C1
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G管(54) L=479.00m
サドル(54)　241個

非常電話(6) 消火栓⑳消火栓⑲

消火栓⑱

消火栓⑰ ELB端子 風速計高圧用HH

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B
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No.149S No.150S No.151S No.152S No.153S No.154S No.155S No.156S No.157S No.158S No.159S No.160S No.161S No.162S No.163S No.164S No.165S No.166S No.167S No.168S No.169
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(変状区間4:278.4m)

Ｅ誘

誘

誘導

No.149S No.150S No.151S No.152S No.153S No.154S No.155S No.156S No.157S No.158S No.159S No.160S No.161S No.162S No.163S No.165S No.166S No.167S No.168S No.169No.164S

で

HA

で

HA

消

HA

消

HB

消

HA

消

HAHA

Ｅ

HA

端

誘導

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ8個 L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個
L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個
WSD-300・175  L=40.75m
ブラケットＡ　22個 WSD-300・175  L=8.36m

ブラケットＡ 6個

WSD-300・175  L=27.42m
ブラケットＡ　15個

WSD-300・175  L=22.08m
ブラケットＡ　13個 WSD-300・175  L=16.64m

ブラケットＡ　10個

WSD-300・175  L=40.75m
ブラケットＡ　22個

WSD-300・175  L=24.11m
ブラケットＡ　14個 WSD-300・175  L

ブラケットＡ 
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38.37936 KP 38.39371 KP 38.4240 KP

38.4268 KP

38.4534 KP 38.4741 KP 38.5213 KP 38.5514 KP

No.164S
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C2 C2

38.4125 KP 38.4876 KP 38.5627 KP
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延焼防止シートL=2.0m

直線接続材×1箇所

非常電話(7) 非常電話(8)消火栓㉔消火栓㉓

消火栓㉒

消火栓㉑ ELB端子 端子盤

G管(54)  L=286.64m
サドル(54)　144個

G管(54) L=479.00m
サドル(54)　241個

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

ト ン ネ ル 施 設 工 (4)(参考図)
平 面 図（５）(下り線)　S=1:650

平 面 図（６）(下り線)　S=1:650

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:650

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル施設工(4)(参考図)

応用地質株式会社

6/25

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)

6 　  25

長野自動車道 明科トンネル補強工事

注記
1)延焼防止シートL＝**mは一段目、
　( m)は2段目を示す。
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P No.168S No.169S No.170S No.171S No.172S No.173S No.174S No.175S No.176S No.177S No.178S No.179S No.180S No.181S No.182S No.183S

No.184S No.185S No.186S No.187S No.188S

No.189S No.190S No.191S
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誘導 誘導

No.168S No.169S No.170S No.171S No.172S No.173S No.174S No.175S No.176S No.177S No.178S No.179S No.180S No.181S No.182S No.183S No.184S No.185S No.186S No.187S No.188S No.189S No.190S No.191S
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消
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消

HA

消

HA

Ｅ

HA

誘導 誘導

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個
L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ8個 L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

L=3.00m

延焼防止シートL=4.0m(5.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段目)

4個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ

8個

1m
WSD-300・175  L=13.14m

ブラケットＡ 8個

WSD-300・175  L=39.28m
ブラケットＡ　21個

WSD-300・175  L=42.22m
ブラケットＡ　23個

WSD-300・175  L=39.96m
ブラケットＡ　21個

WSD-300・175  L=31.04m
ブラケットＡ　17個
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G管(54)  L=286.64m
サドル(54)　144個
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非常電話(8) 非常電話(9) 消火栓㉘消火栓㉗

消火栓㉖

消火栓㉕ ELB端子高圧用HH

K
P
 
3
8
.7

37
9

K
P
 
3
8
.7

37
9

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※立上げ見込みの場合:移設=1,256.6m,撤去=1,267.4m)

(変状区間4:278.4m)

(変状区間4:278.4m)

通信立上げ

半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1
延焼防止シート(2.0m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

通信(

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

通信(
(変状区間4:278.4m)

(変状区間4:278.4m)

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例

火災検知器（既設）

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

500 2000

接地線
消火栓枝線
※配線長：4.8m
※電線管：T2-G22,G22：2.5m

ラック延長(m)

950 仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(2段目)

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

仮設ケーブル

仮設ケーブルラック

延焼防止シート
仮設ケーブル
延焼防止シート

S.L

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

Cr-300･70(1段)

2000

L

約
3
0
0

Cr-300･70(2段)

500

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

20002000

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(1段目)

非常電話ボックス部分岐線は次のとおり

名　称 配線種別 ケーブル長

非常電話 CCP-AP 0.65-10P非常電話分岐線

非常電話接地線 IV 3.5sq

38.4ｍ（4.8ｍ/箇所）

（8箇所）

電線管長

T2-G22：20.0ｍ
（2.5ｍ/箇所）38.4ｍ（4.8ｍ/箇所）

ト ン ネ ル 施 設 工 (5)(参考図)
平 面 図（７）(下り線)　S=1:650

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:650

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル施設工(5)(参考図)

応用地質株式会社

非 常 電 話 部 側 面 図 　S=1:50

7/25

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)

7 　  25

長野自動車道 明科トンネル補強工事

注記
1)延焼防止シートL＝**mは一段目、
　( m)は2段目を示す。

Ｆ

Ｆ"

Ｇ

Ｇ"

　  7 　
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端
で

消 消 消 消 消

3
8
.
7
4
 
K
P

3
8
.
7
5
 
K
P

3
8
.
7
6
 
K
P

3
8
.
7
7
 
K
P

3
8
.
7
8
 
K
P

3
8
.
7
9
 
K
P

3
8
.
8
0
 
K
P

3
8
.
8
1
 
K
P

3
8
.
8
2
 
K
P

3
8
.
8
3
 
K
P

3
8
.
8
4
 
K
P

3
8
.
8
5
 
K
P

3
8
.
8
6
 
K
P

3
8
.
8
7
 
K
P

3
8
.
8
8
 
K
P

3
8
.
8
9
 
K
P

3
8
.
9
0
 
K
P

3
8
.
9
1
 
K
P

3
8
.
9
2
 
K
P

3
8
.
9
3
 
K
P

3
8
.
9
4
 
K
P

3
8
.
9
5
 
K
P

3
8
.
9
5
0
6
2
 
K
P

3
8
.
9
4
0
0
9
 
K
P

3
8
.
9
2
9
5
2
 
K
P

3
8
.
9
1
9
0
6
 
K
P

3
8
.
9
0
8
5
5
 
K
P

3
8
.
8
9
8
 
K
P

3
8
.
8
8
7
5
3
 
K
P

3
8
.
8
7
7
0
4
 
K
P

3
8
.
8
6
6
5
6
 
K
P

3
8
.
8
5
6
0
6
 
K
P

3
8
.
8
4
5
5
5
 
K
P

3
8
.
8
3
4
9
7
 
K
P

3
8
.
8
2
4
4
8
 
K
P

3
8
.
8
1
4
0
9
 
K
P

3
8
.
8
0
3
5
8
 
K
P

3
8
.
7
9
3
0
6
 
K
P

3
8
.
7
8
2
5
3
 
K
P

3
8
.
7
7
2
0
1
 
K
P

3
8
.
7
6
1
5
 
K
P

3
8
.
7
5
5
0
5
 
K
P

3
8
.
7
4
9
 
K
P

3
8
.
7
3
8
9
5
 
K
P

No.188S

No.189S No.190S No.191S No.192S No.193S No.194S No.195S No.196S No.197S No.198S No.199S No.200S No.201S No.202S No.203S No.204S No.205S No.206S No.207S No.208S No.209S

Ｅ 誘

誘

誘導

No.188S No.189S No.190S No.191S No.192S No.193S No.194S No.195S No.196S No.197S No.198S No.199S No.200S No.201S No.202S No.203S No.204S No.205S No.206S No.207S No.208S No.209S

で

HA

消

HA

消

HB

消

HA

消

HA

消

HA

Ｅ

HA

端

HA

誘導

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ
8個

L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ8個
L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m(8.0)m

Cr-300・70(2段目)

ブラケットＢ8個 L=6.00m

延焼防止シートL=7.0m

Cr-300・70(1段目)

ブラケットＢ
4個

WSD-300・175  L=38.75m
ブラケットＡ　21個 WSD-300・175  L=8.65m

ブラケットＡ 6個

通信立下げ
消火栓㉙ 38.78911 KP

低圧立下げ
消火栓㉚ 38.83636 KP

高圧立下げ
38.86776 KP

WSD-300・175  L=25.60m
ブラケットＡ　14個

WSD-300・175  L=25.22m
ブラケットＡ　14個

No.188S No.189S No.190S No.191S No.192S No.193S No.194S No.195S No.196S No.197S No.198S No.199S No.200S No.201S No.202S No.203S No.204S No.205S No.206S No.207S No.208S No.209S

3
8
.
7
4
1
6
 
K
P

3
8
.
7
4
8
1
 
K
P

3
8
.
7
8
6
8
5
 
K
P

3
8
.
7
9
3
3
5
 
K
P

3
8
.
8
0
2
 
K
P

3
8
.
8
0
8
5
 
K
P

3
8
.
8
3
4
1
 
K
P

3
8
.
8
4
0
6
 
K
P

3
8
.
8
6
5
8
2
 
K
P

38.80376 KP

38.80721 KP

38.74386 KP

K
P 

38
.8

67
76

K
P 

38
.7

89
11

C2 C2C1

379 KP
38.8151 KP 38.9154 KP

3
8
.
7
3
5
6
 
K
P

ELB端子

端子盤

消火栓㉘

K
P
 
3
8
.7

37
9

K
P 

38
.8

36
36

K
P 

38
.8

67
76

K
P 

38
.7

89
11

K
P
 
3
8
.7

37
9

K
P 

38
.8

36
36

立上げ

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※立上げ見込みの場合:移設=1,495.23m,撤去=1,476.0m)
低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※立上げ見込みの場合:移設=1,557.09m,撤去=1,537.63m)

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※立上げ見込みの場合:移設=1,461.69m,撤去=1,438.49m)

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例

ト ン ネ ル 施 設 工 (6)(参考図)

平 面 図（８）(下り線)　S=1:650
(麻績側)

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:650

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル施設工(6)(参考図)

応用地質株式会社

8/25

側面(走行側)

平面図

側面(追越側)

8 　  25

長野自動車道 明科トンネル補強工事

注記
1)延焼防止シートL＝**mは一段目、
　( m)は2段目を示す。

Ｇ

Ｇ"
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直線ラック W=300mm 振れ止め金具

ブラケットB

傾斜壁ブラケット取付金具
M10 L=80
ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ

SUS304
継ぎ金具

300

400
1
0
0

1
5

1
5

1
3
0

3000

2000

3000

継ぎ金具ブラケットB

振れ止め金具

L=3,000mm

直線ラック W=300mm
L=3,000mm

直線ラック W=300mm
L=3,000mm

1
0
0

1
5

1
5

1
3
0

継ぎ金具ブラケットB

振れ止め金具 直線ラック W=300mm
L=3,000mm

M12 L=100

ダクト用レール

ブラケットA

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ

SUS304

レール固定金具

レール固定金具
レール接続金具

20 240 5@500=2500 240 20

2980

レール接続金具 レール接続金具L50×50×6 FB50×6
レール固定金具

L50×50×6

FB50×6

2000

1000 1000

300

390
590

2
6
5

ブラケットA

ケーブルダクト本体
L=1,000mm

ダクト用ふた
L=1,000mm

L=2,980mm

ダクト用レール
L=2,980mm

1
7
5

ケーブルダクト本体
L=1,000mm

ダクト用ふた
L=1,000mm

1
001
95

4
7.
5

4
7.
5

サドルベース止め支持金物

10012930296010012554 3025

85114302423488511042 25

65 9416.7515.7533.565 90

55 7913.512.52755 7520

28

22

7510427212042751002536

2725

サドル

φ2- 7

PL2

27

W2BADPL1W1
Gサイズ

2-M5タップ

平皿ビス
(SUS304)

カットアンカー
M6*30L(SUS304)

サドルベース

CDサドル

サドルベース

Ｇ管

P

15

23

1
6 W
2

L2

L1

W
1

P

B
A

2
.
3
t

S=1:10

ト ン ネ ル 施 設 工 構 造 図(参考図)

仮設ケーブルラック工詳細図　S=1:20

仮設ケーブルダクト工詳細図　S=1:20

Ｃｒ－３００・７０（１段目）
Ｃｒ－３００・７０（２段目）

ＷＳＤ－３００・１７５

ダクト用レール構造図

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:10,20

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル施設工構造図(参考図)

応用地質株式会社

9/25

9 　  25

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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3
6.

9安
曇
野
側

走行側

追越側

3
6.

85
8 

KP

麻 

績 

側

3
9.

37
 K

P

3
7.

4

3
7.

5

3
7.

6

3
7.

7

3
7.

8

3
7.

9

3
8.

0

3
8.

1

3
8.

2

3
8.

3

3
8.

4

3
8.

5

3
8.

6

3
8.

7

3
8.

8

3
8.

9

3
7
.
4
1
2
45

3
7
.
4
4
3
45

3
8
.
0
6
2
45

3
8
.
0
9
3
45

3
8
.
7
0
8
05

3
8
.
7
3
9
05

TB3 20P
端子盤

TB4 20P
端子盤

TB5 20P
端子盤

TB6 20P
端子盤

Ｈ

Ｈ

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ避 避 避 避 避 避 避 避 避 避

トンネル設備等ケーブル復旧工(1式当り)

避 避 避 避 避 避 避 避 避 避

E E E E E E E EE風

トンネル設備等ケーブル復旧工(1式当り)

ヒータ電源(ラック)トンネル

非常用設備

防災枝線(火災検知器) CCP-AP0.65-10P

6kV CVT 22sq(高圧)副電気室送り

中継盤連絡ケーブル
受配電

設備
主電気室GC系送り

避難誘導B-2

避難誘導B-1

トンネル

誘導表示灯

避難誘導B-4

避難誘導B-3

防災幹線

赤色表示灯

盤間連絡線

CCVT設備

電源系統①

電源系統②

映像線

Ｄ型情報板(下)可変式道路

情報板設備

非常電話表示灯非常電話

設備

ローカル幹線通信設備

トンネル

換気設備

CCP-AP 0.65-60P(通信)ローカル幹線通信線路

設備

光幹線

設備

44-48SM+4K-WBB2(通信)幹線伝送

トンネル

誘導表示灯

避難誘導 VVR 3.5sq-3C(低圧)

計測信号線

計測電源線

ＥＬＢ警報

ＴＮ照明 1BL1

1BL2

接地母線①
共通

接地母線②

設備名称 ケーブル名称 ケーブル種別

設備名称 ケーブル名称 ケーブル種別

5 － － －

5 － － －

4 － － －

4 2 2 －

4 2 2 －

4 2 2 －

4 2 2 －

2 3 3 －

2 4 4 －

2 7 － 7

2 3 3－

2 27 － 27

2 29 29 －

2 29 29 －

2 3 3－

2 2 2－

2 1 1 －

2 1 1 －

1 1－－

1 1 －－

1 1 －－

2 8 8 －

2 3－3

2

2 30

28 －

－ －

－

4 － － －

① ② ③ ④

① ② ③ ④

※１.防災枝線(火災検知器)は、壁面配管施工のため既設対象外とする。
※２.復旧全長値は、立上げ及びＨＨ内等による余長分が含まれる。

凡例

消火栓(手動通報)

非常電話

ELB盤

避難誘導灯

HP

拡声器

ＣＣＴＶ

情報板

E

避

拡

TV

情

P 手動通報装置

TM

ジェットファンJF

照明用分電盤照

風向風速計

一酸化炭素濃度計

風

酸

配線分岐接続

※避難誘導は、壁面配管施工のため既設対象外とする。

通信(下)(設置・撤去)：L＝1,306.5m(※余長分見込みの場合：L＝1,438.49m)

高圧(下)(設置・撤去)：L＝1,470.0m(※余長分見込みの場合：L＝1,476.0m)

低圧(下)(設置・撤去)：L＝1,401.6m(※余長分見込みの場合：L＝1,537.63m)

ローカル幹線(設置・撤去)：L＝1,251.4m(※余長分見込みの場合：L＝1,267.4m)

凡例

①

②

③

④

直線接続箇所

分岐接続箇所

端末処理箇所

成端接続箇所

(復旧時)消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり
名　称 配線種別 長さ

CCP-AP 0.65-10P

VVR 14sq-2C

IV 3.5sq

赤色表示灯線

消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P

IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

VVR14sq
-2C

VVR14sq
-2C（30箇所）

（8箇所）

60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

24.0ｍ（3.0ｍ/箇所）

60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

60.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

24.0ｍ（3.0ｍ/箇所）

VVR 8sq-3C(低圧)

600V CVT 38sq(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

CCP-AP 0.65-60P(通信)

CCP-AP 0.65-20P(通信)

VVR 22sq-2C(低圧)

CVV-S 8sq-4C(通信)

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 8sq-3C(低圧)

28SM-TP-PE(通信)

VVR 14sq-3C(低圧)

VVR 14sq-3C(低圧)

CCP-AP 0.9-30P(通信)

FCPEV 0.9-10P(通信)

CV 5.5sq-2C(低圧)

CVV 2sq-3C(通信)

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 5.5sq-3C(低圧)

IV 22sq(低圧)

IV 8sq(低圧)

(復旧時)ハンドホール内余長

非常電話表示灯接地線 2 8 8 －IV 3.5sq(低圧)

走
行
側

追
越
側

名　称

高 圧

低 圧

通 信

通 信

余　長

1.0m×6箇所

1.0m×52箇所

1.0m×48箇所

1.0m×16箇所

合　計

6.0m

52.0m

48.0m

16.0m

消火栓分岐線

消火栓接地線

非常電話分岐線

非常電話接地線

K
P
 
3
8
.
8
6
7
76

K
P
 
3
7
.
3
9
7
76

K
P
 
3
7
.
4
8
1
54

K
P
 
3
7
.
4
3
4
76

K
P
 
3
7
.
4
8
2
61

K
P
 
3
8
.
8
3
6
36

K
P
 
3
8
.
7
8
9
11

(変状区間2:430.4m)

K
P
 
3
7
.
6
0
0
8

K
P
 
3
8
.
0
3
1
2

(変状区間3:84.0m)

K
P
 
3
8
.
1
0
3
8

K
P
 
3
8
.
1
8
7
8

(変状区間4:278.4m)

K
P
 
3
8
.
4
0
8
3

K
P
 
3
8
.
6
8
6
7

(変状区間2:430.4m)

K
P
 
3
7
.
6
0
0
8

K
P
 
3
8
.
0
3
1
2

(変状区間3:84.0m)

K
P
 
3
8
.
1
0
3
8

K
P
 
3
8
.
1
8
7
8

(変状区間4:278.4m)

K
P
 
3
8
.
4
0
8
3

K
P
 
3
8
.
6
8
6
7

K
P
 
3
8
.
7
3
7
9

K
P
 
3
7
.
4
8
6
5

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

－

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

トンネル設備等ケーブル復旧工図(1)

ト ン ネ ル 設 備 等 ケ ー ブ ル 復 旧 工 図 (1)(参考図)

復 旧 配 線 図(下り線)

応用地質株式会社

10/25

10 　  25

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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3
6
.
9安

曇
野
側 走行側

追越側

3
6
.
8
5
8
 
K
P

麻 

績 

側

3
9
.
3
9
4
 
K
P

3
7
.
0

3
7
.
1

3
7
.
2

3
7
.
3

3
7
.
4

3
7
.
5

3
7
.
6

3
7
.
7

3
7
.
8

3
7
.
9

3
8
.
0

3
8
.
1

3
8
.
2

3
8
.
3

3
9
.
2

3
9
.
3

3
7
.
4
1
6
9
5

3
7
.
4
4
7
9
5

TB7 20P
端子盤

防災枝線(火災検知器) CCP-AP0.65-10P(通信)

トンネル設備等ケーブル移設工A（1式当り）

VVR 14sq-3C(低圧)

IV 3.5sq(低圧)

ヒータ電源 VVR 8sq-3C(低圧)

赤色表示灯線(非常電話含む) VVR 22sq-2C(低圧)

検知器共通電源(応答込) CVV-S 8sq-4C(通信)

防災幹線 CCP-AP 0.65-60P(通信)

非常電話

設備

可変式道路

情報板設備

トンネル

非常用設備

接地母線① IV 22sq(低圧)

共通 接地母線② IV 8sq(低圧)

TB6 20P
端子盤

ＥＬＢ警報 CVV 2sq-3C(通信)

HP

TB5 20P
端子盤

TB4 20P
端子盤

TB1 20P
端子盤

P

HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP

P P P P P P P P P P

凡例

消火栓(手動通報)

非常電話

ELB盤

避難誘導灯

HP

拡声器

ＣＣＴＶ

情報板

E

避

拡

TV

情

避 避 避 避 避 避 避 避

避

P 手動通報装置

TM

ジェットファンJF

JF

照明用分電盤照

照

風向風速計

一酸化炭素濃度計

風

酸

酸 風

盤間連絡線 CCP-AP 0.65-20P(通信)

トンネル

誘導表示灯

避難誘導A-2

VVR 3.5sq-3C(低圧)

避難誘導A-1

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

避難誘導A-4

避難誘導A-3

トンネル

換気設備

非常電話表示灯

非常電話表示灯接地線

VVR 22sq-3C(低圧)D型情報板(上)

CCTV設備

電源系統①

電源系統①

映像線

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 8sq-3C(低圧)

28SM-TP-PE(通信)

ＴＮ照明 1L1

1L2

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 5.5sq-3C(低圧)

E E E E E E E

E

計測信号線 FCPEV 0.9-10P(通信)

計測電源線 CV 5.5sq-2C(低圧)

3
8
.
0
6
6
9
5

3
8
.
0
9
7
9
5

E

設備名称 ケーブル名称 ケーブル種別 ① ② ③ ④

2 1 1 －

凡例

①

②

③

④

直線接続箇所

分岐接続箇所

端末処理箇所

成端接続箇所

2

3

2

2

2

2

2

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

－－－

1 1 －

1 1 －

－－－

－－－

4 4 －

4 4 －

－1－

1－2

－11

－11

2－2

－11

－11

1－1

－99

－99

9－9

1－1

－－1

－－34

(撤去時)消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり
名　称 配線種別 長さ

CCP-AP 0.65-10P防災枝線

VVR 14sq-2C

接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P防災枝線

接地線 IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 3.5sq IV 3.5sq
IV 3.5sq

VVR14sq
-2C

VVR14sq
-2C（11箇所）

（3箇所）

22.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

9.0ｍ（3.0ｍ/箇所）

22.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

22.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

9.0ｍ（3.0ｍ/箇所）

(移設時)消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり
名　称 配線種別 ケーブル長

CCP-AP 0.65-10P消火栓枝線

CV3.5sq-2C

接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

31.5ｍ（3.5ｍ/箇所）消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P消火栓枝線

接地線 IV 3.5sq

14.4ｍ（4.8ｍ/箇所）

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 3.5sq IV 3.5sq
IV 3.5sq

CV3.5sq
-2c

CV3.5sq
-2c

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

（9箇所）

（3箇所）

31.5ｍ（3.5ｍ/箇所）

14.4ｍ（4.8ｍ/箇所）

31.5ｍ（3.5ｍ/箇所）

電線管長

T2-G22,G28：18.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

T2-G22：7.5ｍ（2.5ｍ/箇所）

(撤去時)ハンドホール内余長

走
行
側

名　称

低 圧

通 信

余　長 合　計

16.0

14.0

※１.防災枝線(火災検知器)は、壁面配管施工のため既設対象外とする。
※２.移設及び撤去全長値は、立上げ及びＨＨ内等による余長分が含まれる。

(変状区間2:367.0m)

通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝444.3,撤去＝432.5m）

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝542.68,撤去＝532.5m）

K
P
 
3
7
.
7
5
9

K
P
 
3
8
.
1
2
6

K
P
 
3
7
.
7
5
0
8

K
P
 
3
8
.
1
3
8
3

K
P
 
3
7
.
7
0
1
8

K
P
 
3
8
.
1
8
7
3

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

－

トンネル設備等ケーブル撤去工図(1)

ト ン ネ ル 設 備 等 ケ ー ブ ル 撤 去 工 図 (1)(参考図)

既設撤去及び移設配線図(上り線)

(参考図)

長野自動車道 明科トンネル補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所
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※仮設ケーブルダクトから仮設ケーブルラックへの渡り部のケーブル長は次の通りとする。
　・消火栓部：立上0.3m＋立下0.3ｍ＝0.6m(0.6ｍ×9ヶ所＝5.4m)
　・非常電話部：立上0.3m＋立下0.3ｍ＝0.6m（0.6m×3ヶ所=1.8m）

※末端HHから仮設ケーブルダクト：立上=4.5m、立下=4.5m

消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり

名　称 配線種別 ケーブル長

CCP-AP 0.65-10P消火栓枝線

CV 3.5sq-2C

接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

31.5ｍ（3.5ｍ/箇所）消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P消火栓枝線

接地線 IV 3.5sq

14.4ｍ（4.8ｍ/箇所）

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

CV3.5sq
-2c

CV3.5sq
-2c

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

CCP-AP0.65
-10P

（9箇所）

（3箇所）

電線管長

T2-G22,G28：18.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

T2-G22：7.5ｍ（2.5ｍ/箇所）
※端子盤は消火栓部に含む

項　　目 配線・ケーブル 単　位
（仮設ダクト）

標準部低圧・通信HH～

仮設ダクト立上

（4.5m/箇所）

（1式）（1箇所）

合　計

4.5ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

接地母線① IV 22sq

接地母線② IV 8sq

（12区間）

仮設ダクト～

仮設ラック渡り

各部 消火栓部

（仮設ラック）

（6.0m/箇所）

（６箇所）

非常電話部

（仮設ラック）

（3.0m/箇所）

（１箇所）

消火栓部他

（仮設ラック）

（13.0m/箇所）

（１箇所）

端子部

（仮設ラック）

（6.3m/箇所）

（１箇所）

消火栓部他

（仮設ラック）

（11.6m/箇所）

（１箇所）

消火栓部

（仮設ラック）

（3.0m/箇所）

（１箇所）

（0.3m/11箇所）

406.58 3.3 36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0 496.78

トンネル設備等ケーブル移設工 数量明細表(1式当り)

VVR 14sq-3C

IV 3.5sq

ヒータ電源 VVR 8sq-3C

赤色表示灯線(非常電話含む) VVR 22sq-2C

検知器共通電源線(応答込) CVV-S 8sq-4C

防災幹線 CCP-AP 0.65-60P

ＥＬＢ警報 CVV 2sq-3C

盤間連絡線 CCP-AP 0.65-20P

VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

非常電話表示灯

非常電話表示灯接地線

VVR 22sq-3CD型情報板(上)

電源系統①

電源系統②

映像線

VVR 8sq-3C

VVR 8sq-3C

28SM-TP-PE

1L1

1L2

VVR 8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

計測信号線 FCPEV 0.9-10P

計測電源線 CV 5.5sq-2C

避難誘導A-2

避難誘導A-1

避難誘導A-4

避難誘導A-3

406.58

406.58

406.58

318.40

4.5

4.5

4.5

4.5

318.404.5

318.404.5

318.404.5

318.404.5

318.404.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

406.584.5

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

36.0

36.0

36.0

36.0

仮設ダクト～

仮設ラック渡り

各部

（0.3m/10箇所）

3.0

低圧・通信HH～

仮設ダクト立上

（4.5m/箇所）

（1箇所）

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

36.0 3.0 13.0 6.3 11.6 3.0

496.78

496.78

496.78

398.40

398.40

398.40

398.40

398.40

398.40

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

496.78

31.5ｍ（3.5ｍ/箇所）

31.5ｍ（3.5ｍ/箇所）

14.4ｍ（4.8ｍ/箇所）

仮設ダクト～

仮設ラック渡り

消火栓部他

（2.0m/1箇所）

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

－

ト ン ネ ル 設 備 等 ケ ー ブ ル 移 設 工 図 (1)(参考図)

設 置 及 び 接 続 (移設) 数 量 明 細 表(上り線)

トンネル設備等ケーブル移設工図(1)

(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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77
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78
 
KP
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7.
79
 
KP
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KP

3
7.
81
 
KP

誘 で消 消Ｅ端

消

HA

消

HA

消

HA

Ｅ

HA

で

HA

端

HA

L=6.00m

ブラケットＢ
4個

Cr-300・70(1段)

3
7.
74
59
9
 
KP

3
7.
75
24
9
 
KP

延焼防止シートL=8.0m

低圧立上げ
37.70174 KP

通信立上げ
37.75748 KP

WSD-300・175  L=42.68m
ブラケットＡ　23個

3
7.
70
33
1
 
KP

L=3.00m

延焼防止シートL=5.0(6.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段)

4個

3
7.
76
99
9
 
KP

L=6.00m

ブラケットＢ
8個

Cr-300・70(2段)

延焼防止シートL=8.0(9.0)m

WSD-300・175  L=17.50m
ブラケットＡ　10個

3
7.
77
32
9
 
KP

WSD-300・175  L=21.50m
ブラケットＡ　12個

3
7.
79
49
9
 
KP

3
7.
80
14
9
 
KP

3
7.
70
18
 
KP

3
7.
75
08
 
KP

3
7.
75
9
 
KP

No.157No.158No.159No.160No.161No.162No.163No.164No.165No.166No.167No.168No.169No.170

No.157No.158No.159No.160No.161No.162No.163No.164No.165No.166No.167No.168No.169No.170

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

消

消火栓(1) 消火栓(2) 消火栓(3)非常電話(A)
ELB盤(ア)

3
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18
 
KP

3
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08
 
KP

3
7.
75
9
 
KP

火災検知器（既設）

仮設ケーブルダクト工

2000 20002000 2000

WSD-300･175

S.L

仮設ケーブルダクト工

火災検知器（既設）

WSD-300･175

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

390

開く

　　出てくる

ノズルが　　

　　　引く
ハンドル　
扉が　　　まで

手前に　　
　　　　を

約500 約500

S.L

S.L

仮設ケーブルラック

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

Cr-300･70(1段)

約
3
0
0

Cr-300･70(2段)

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

2000 2000

ラック延長(m)

設置母線
※配線長：3.5m
※電線管：T2-G28,G22：2.0m

防災枝線（消火栓）
赤色表示灯線

仮設ケーブル
延焼防止シート

仮設ケーブル
延焼防止シート

既設電線管　CD36
ヒーター電源線 VVR 3.5sq-2C（既設使用）

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(1段)
Cr-300･70(2段)

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

ケーブル立上げ・立下げ、ラック上布設区間は
延焼防止シートによりケーブルを保護する。
（電源線、信号線・制御線は分離する。）

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

火災検知器（既設）

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例

Ｅ ELB盤

ト ン ネ ル 施 設 工 (1)(参考図)

平 面 図　S=1:500

消 火 栓 部 側 面 図　S=1:50 標 準 部 側 面 図　S=1:50

(安曇野側シフト区間)

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:500

トンネル施設工(1)(参考図)

13/63

側 面 図　S=1:500
(安曇野側シフト区間)

(上り線)

※1.延焼防止シート

　　()内の数値はラック2段目に施工する延長を示す。

　　()外の数値はラック1段目に施工する延長を示す。
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東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

A

A"
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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HB
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消
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HA

で

HA

誘導

L=6.00m

ブラケットＢ
8個

Cr-300・70(2段)

延焼防止シートL=8.0(9.0)m

L=6.00m

ブラケットＢ
8個

Cr-300・70(2段)

延焼防止シートL=8.0(9.0)

L=13.00m

延焼防止シートL=15.0(16.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段)

16個

WSD-300・175  L=42.50m
ブラケットＡ　23個

3
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9
 
KP

WSD-300・175  L=42.50m
ブラケットＡ　23個

3
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9
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3
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WSD-300・175  L=35.65m
ブラケットＡ　19個

3
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89
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3
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51
4
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3
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4
 
KP

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

No.144No.145No.146No.147No.148No.149No.150No.151No.152No.153No.154No.155No.156

No.144No.145No.146No.147No.148No.149No.150No.151No.152No.153No.154No.155No.156

消火栓(4) 消火栓(5) 消火栓(6)非常電話(B)
ELB盤(イ)

火災検知器（既設）

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

500 2000

接地線
消火栓枝線
※配線長：4.8m
※電線管：T2-G22,G22：2.5m

ラック延長(m)

950 仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(1段)

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

仮設ケーブル

仮設ケーブルラック

延焼防止シート
仮設ケーブル
延焼防止シート

S.L

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

Cr-300･70(1段)

2000

S.L

約
3
0
0

Cr-300･70(2段) Cr-300･70(2段)

500

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

20002000

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

監
視

員
通

路
2
2
0
0
ｍ

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例

Ｅ ELB盤

ト ン ネ ル 施 設 工 (2)(参考図)

平 面 図　S=1:500

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:500

トンネル施設工(2)(参考図)

14/63

非 常 電 話 部 側 面 図 　S=1:50

側 面 図　S=1:500

(上り線)

※1.延焼防止シート

　　()内の数値はラック2段目に施工する延長を示す。

　　()外の数値はラック1段目に施工する延長を示す。

14 　  63

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

A

A"

B

B"
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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WSD-300・175  L=42.35m
ブラケットＡ　19個
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8個

Cr-300・70(2段)

延焼防止シートL=8.0(9.0)m
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L=6.00m

ブラケットＢ
8個

Cr-300・70(2段)

延焼防止シートL=8.0(9.0)m

WSD-300・175  L=42.35m
ブラケットＡ　19個
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L=6.3m

延焼防止シートL=5.0(6.0)m

ブラケットＢ
10個

Cr-300・70(2段)

WSD-300・175  L=17.00m
ブラケットＡ　10個
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64
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L=11.6m

延焼防止シートL=13.0(14.0)m

ブラケットＢ

Cr-300・70(2段)

14個

WSD-300・175　L=19.0m
ブラケットＡ　11個
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No.127

No.128No.129No.130No.131No.132

No.133No.134No.135No.136No.137No.138No.139No.140No.141No.142No.143

No.127No.128No.129No.130No.131No.132No.133No.134No.135No.136No.137No.138No.139No.140No.141No.142No.143

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

消火栓(7) 消火栓(8)

消火栓(9)

端子板1ELB盤(ウ)

非常電話(C)

非常駐車帯部 31.0m

1
5
00

Ａ

で

Ａ

消誘

仮設ケーブルラック工　

6.3m

仮設ケーブルダクト工

19.00m

仮設ケーブルラック工　

11.6m

1
0
00既設カメラ

半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1
延焼防止シート(2.0ｍ)

2967

9715

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

ブラケットＡ

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(2段)

仮設ケーブルラック工
90°曲り Cr-300･70(2段)

非常電話ボックス▽監視員通路

1000
直線部

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

390

2
65

既設カメラ
半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1
延焼防止シート(2.0ｍ)

監
視

員
通

路
2
2
0
0ｍ

ｍ

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例

Ｅ ELB盤

ト ン ネ ル 施 設 工 (3)(参考図)

平 面 図　S=1:500

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:500

トンネル施設工(3)(参考図)

15/63

非 常 駐 車 帯 部 詳 細 図 　S=1:400

Ａ－Ａ 断 面 　S=1:100
(非常駐車帯部)

側 面 図　S=1:500

(上り線)

※1.延焼防止シート

　　()内の数値はラック2段目に施工する延長を示す。

　　()外の数値はラック1段目に施工する延長を示す。
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東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

B

B"

C

C"
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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消
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誘

低圧立下げ
38.18724 KP

通信立下げ
38.13824 KP

L=3.00m

延焼防止シートL=5.0mm

ブラケットＢ
4個

Cr-300・70(1段)

WSD-300・175  L=38.05m
ブラケットＡ　21個

3
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13
66
4
 
KP

WSD-300・175  L=45.50m
ブラケットＡ　24個

3
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01
4
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3
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56
4
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6
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3
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13
8
3
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3
8.
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No.114No.115No.116No.117No.118No.119
No.120No.121No.122No.123No.124No.125No.126

No.119No.120No.121No.122No.123No.124 No.115No.116No.117No.118No.125No.126

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝496.78,撤去＝501.5m）
通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：移設＝398.40,撤去＝401.5m）

（変状区間)　　L=367.0m

消火栓(10) 消火栓(11)

3
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18
73
 
KP

3
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6
 
KP

38.1383KP

消

で

端

HB

HA

記号 名　　称

消火栓

非常電話

端子盤

火災検知器

ハンドホール　T3-A

ハンドホール　T3-B

凡　　例

Ｅ ELB盤

ト ン ネ ル 施 設 工 (4)(参考図)

平 面 図　S=1:500

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:500

トンネル施設工(4)(参考図)

16/63

側 面 図　S=1:500

(上り線)

※1.延焼防止シート

　　()内の数値はラック2段目に施工する延長を示す。

　　()外の数値はラック1段目に施工する延長を示す。
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東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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長野自動車道 明科トンネル補強工事



直線ラック W=300mm 振れ止め金具

ブラケットB

傾斜壁ブラケット取付金具
M10 L=80
ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ

SUS304
継ぎ金具

300

400

1
0
0

1
5

1
5

1
3
0

3000

2000

3000

継ぎ金具ブラケットB

振れ止め金具

L=3,000mm

直線ラック W=300mm
L=3,000mm

直線ラック W=300mm
L=3,000mm

1
0
0

1
5

1
5

1
3
0

継ぎ金具ブラケットB

振れ止め金具 直線ラック W=300mm
L=3,000mm

M12 L=100

ダクト用レール

ブラケットA

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ

SUS304

レール固定金具

レール固定金具
レール接続金具

20 240 5@500=2500 240 20

2980

レール接続金具 レール接続金具L50×50×6 FB50×6
レール固定金具

L50×50×6

FB50×6

2000

1000 1000

300

390
490

2
6
5

1
0
0

4
2

4
2

1
8
5

ブラケットA

ケーブルダクト本体
L=1,000mm

ダクト用ふた
L=1,000mm

L=2,980mm

ダクト用レール
L=2,980mm

1
7
5

ケーブルダクト本体
L=1,000mm

ダクト用ふた
L=1,000mm

傾斜壁ブラケット取付金具

ト ン ネ ル 施 設 工 構 造 図(参考図)

仮設ケーブルラック工詳細図　S=1:20

仮設ケーブルダクト工詳細図　S=1:20

Ｃｒ－３００・７０（１）（Ｒ）
Ｃｒ－３００・７０（２）（Ｒ）

ＷＳＤ－３００・１７５（Ｒ）

ダクト用レール構造図

※ 支給材料のダクト用レール（L=2,980mm）には、レール固定金具及びレール接続金具が含まれる。
図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:20

トンネル施設工構造図(参考図)

(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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(変状区間2:367m)
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通信(上)(設置・撤去)：L＝387.5m（※立上げ見込みの場合：401.5m）
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P
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低圧(上)(設置・撤去)：L＝485.5m（※立上げ見込みの場合：501.5m）
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8
7
3

TB7 20P
端子盤

防災枝線(火災検知器) CCP-AP0.65-10P(通信)

VVR 14sq-3C(低圧)

IV 3.5sq(低圧)

ヒータ電源 VVR 8sq-3C(低圧)

赤色表示灯線(非常電話含む) VVR 22sq-2C(低圧)

検知器共通電源(応答込) CVV-S 8sq-4C(通信)

防災幹線 CCP-AP 0.65-60P(通信)

非常電話

設備

可変式道路

情報板設備

トンネル

非常用設備

接地母線① IV 22sq(低圧)

共通 接地母線② IV 8sq(低圧)

TB6 20P
端子盤

ＥＬＢ警報 CVV 2sq-3C(通信)

HP

TB5 20P
端子盤

TB4 20P
端子盤

TB1 20P
端子盤

P

HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP HP

P P P P P P P P P P

凡例

消火栓(手動通報)

非常電話

ELB盤

避難誘導灯

HP

拡声器

ＣＣＴＶ

情報板

E

避

拡

TV

情

避 避 避 避 避 避 避 避

避

P 手動通報装置

TM

ジェットファンJF

JF

照明用分電盤照

照

風向風速計

一酸化炭素濃度計

風

酸

酸 風

盤間連絡線 CCP-AP 0.65-20P(通信)

トンネル

誘導表示灯

避難誘導A-2

VVR 3.5sq-3C(低圧)

避難誘導A-1

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

VVR 3.5sq-3C(低圧)

避難誘導A-4

避難誘導A-3

トンネル

換気設備

非常電話表示灯

非常電話表示灯接地線

VVR 22sq-3C(低圧)D型情報板(上)

CCTV設備

電源系統①

電源系統①

映像線

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 8sq-3C(低圧)

28SM-TP-PE(通信)

ＴＮ照明 1L1

1L2

VVR 8sq-3C(低圧)

VVR 5.5sq-3C(低圧)

E E E E E E E

E

計測信号線 FCPEV 0.9-10P(通信)

計測電源線 CV 5.5sq-2C(低圧)

3
8
.
0
6
6
9
5

3
8
.
0
9
7
9
5

E

設備名称 ケーブル名称 ケーブル種別 ① ② ③ ④

2 1 1 －

凡例

①

②

③

④

直線接続箇所

分岐接続箇所

端末処理箇所

成端接続箇所

2

3

2

2

2

2

2

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

－－－

1 1 －

1 1 －

－－－

－－－

4 4 －

4 4 －

－1－

1－2

－11

－11

2－2

－11

－11

1－1

－99

－99

9－9

1－1

－－1

－－34

(復旧時)消火栓分岐線および非常電話ボックス部分岐線は次のとおり
名　称 配線種別 長さ

CCP-AP 0.65-10P防災枝線

VVR 14sq-2C

接地線 IV 3.5sq

赤色表示灯線

消火栓

非常電話 CCP-AP 0.65-10P防災枝線

接地線 IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

IV 22sq IV 22sq
IV 3.5sq

VVR14sq
-2C

VVR14sq
-2C（11箇所）

（3箇所）

22.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

13.5ｍ（4.5ｍ/箇所）

22.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

22.0ｍ（2.0ｍ/箇所）

13.5ｍ（4.5ｍ/箇所）

(復旧時)ハンドホール内余長

走
行
側

名　称

低 圧

通 信

余　長 合　計

16.0

14.0

※１.防災枝線(火災検知器)は、壁面配管施工のため既設対象外とする。
※２.復旧全長値は、ＨＨ内の余長分が含まれる。

トンネル設備等ケーブル復旧工A（1式当り）

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

－

ト ン ネ ル 設 備 等 復 旧 工 図 (1)(参考図)

復 旧 配 線 図(上り線)

トンネル設備等ケーブル復旧工図(1)

(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

　 18 　

　 18 　
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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中分

下り線

上り線

 KP39.748

 KP39.048

KP39.730

ET-C

非常電話設備(下り40)

KP39.732

ET-JA

非常電話設備(上り40)

KP39.708
D型

KP39.2

KP39.3

KP39.4

KP39.5

KP39.6

KP39.7

KP39.1

麻績8-6

可変速度規制標識

 平面図 39.1KP-39.7KP(仮設)(参考図) 

MH-EM2

1

3

6

7

明科トンネル主電気室

仮
DS

仮
DS

KP39.71
仮設DS板

2

10

9

8

4

5

上り線施工時(下り線対面通行)

監視詰所

11

12

監視詰所(仮設)

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

直線接続

直線接続1 ころがしFP40(1)30(2)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

VVR8sq-2C FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

2 よう壁添架FP40(1)30(2)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

VVR8sq-2C FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

3 壁高欄添架FP40(1)30(2)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

VVR8sq-2C FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

4 ころがしFP40(1)30(2)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

VVR8sq-2C FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

5 ころがしFP30(2)

VVR8sq-2C,IV3.5sq FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

6 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

7 ころがしFP50(4)40(1)

FP38sq-4C FP50

FP22sq-4C FP50

FP14sq-4C FP40

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

8 ころがしFP50(1)40(1)

FP38sq-4C FP50

FP14sq-4C FP40

9 トンネル壁面添架FP50(3)

FP22sq-4C FP50

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

10 ころがしFP50(3)

FP22sq-4C FP50

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

11 ころがしFP50(2)40(1)

FP50FP5.5sq-2C

FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP40

FP5.5sq-2C

VVR3.5sq-2C

VVR3.5sq-2C

12 ころがしFP50(2)40(2)

FP38sq-4C FP50

FP22sq-4C FP50

FP14sq-4C FP40

VVR3.5sq-2C FP40

VVR3.5sq-2C

D

DS

DS

D

DS

DS

D

DS

DS

D

DS

DS

D

D

DS

DS

カ

ス

T

ス

ス

ス

ス

ス

カ

T

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

拡主

PC

ス

拡主

PC

カ

ス

T

9

9

3
46.6m

16.0m

↑3m+286.1m

ス

T

ス

カ

D

D

DS

DS

拡主

PC

スピーカ制御盤電源

スピーカケーブル

非常用通話設備電源

坑内カメラ電源

仮設D板電源

仮設D板制御

仮設DS板電源

仮設DS板制御

拡声放送主装置電源

制御監視用PC電源

↑ 立上げ

M マンホール内余長

16.3m

10.5m+↑2m

530.7m

70.0m

3.0m

3.0m

37.9m

3.0m

仮設DS板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR8sq-2C

単位

m

数量

381.5

備考

IV3.5sq m 12.5

CCP-AP0.65-10P m 381.5

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

120.2

備考

FP5.5sq-2C m 770.5

非常用通話設備用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP14sq-4C

単位

m

数量

77.0

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP38sq-4C

単位

m

数量

77.0

備考

仮設ケーブル管路工(管路工)

配管種別 単位

m

数量

70.0

備考

m 62.9

m 30.7

m 3.0

m 12.5

m 43.2

仮設ケーブル管路工(橋梁部)

配管種別 単位

m

数量

289.1

備考

m 16.0

VVR3.5sq-2C m 41.9

m 37.9

m 3.0

直線接続2箇所

直線接続2箇所

仮設D板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR22sq-2C

単位

m

数量

399.7

備考

IV3.5sq m 399.7

CCP-AP0.65-10P m 30.7

直線接続2箇所

分岐接続1箇所

m 3.0

T

カ

ス

ス

拡主

D

D

D

DS

DS

DS

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

VVR3.5sq-2C m 41.9PC

平面図 39.1KP-39.7KP(仮設)(参考図)

上り線施工時(下り線対面通行)

1:2500

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 平面図 39.8KP-40.2KP(仮設)(参考図) 
上り線施工時(下り線対面通行)

中分

下り線

上り線

 KP40.249 KP39.735

KP39.748

可変速度規制標識

KP39.9

KP40.0

KP40.1

KP40.2

KP39.8

麻績8-6

仮
D

仮
D

KP40.22
仮設D板

1 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

1

4 よう壁添架FP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

2 3 4 5

仮設D板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR22sq-2C

単位

m

数量

484.3

備考

IV3.5sq m 484.3

CCP-AP0.65-10P m 484.3

仮設ケーブル管路工(管路工)

配管種別 単位

m

数量

176.9

備考

直線接続

直線接続1箇所

直線接続1箇所

m 307.4

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

D

D

仮設D板電源

仮設D板制御

↑ 立上げ

D

D

D

D

202.3m 99.1m

2 よう壁添架FP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

D

D

77.8m

3 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

D

D

12.7m

5 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

D

D

90.4m+↑2m

5

D

D

D

上り線施工時(下り線対面通行)

1:2500

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

平面図 39.8KP-40.2KP(仮設)(参考図)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 交通規制安全設備工(下り線対面通行)配置配線図(1)(参考図) 

個数設 備 項 目

追
　
　
越
　
　
側

設 備 項 目 個数

走
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

備　考

備　考

1 2 3 4 5 6

21 3 4 5 76 8 9 10 1211 13 14 15 1716 18 19 20 2221

明科トンネル(下り線)L=1000(2512)m

拡

T カ T カ T カ T カ T カ T カカカカカカ

拡

FP8sq-2C FP8sq-3C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C

カ

FP22sq-2C FP22sq-3C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C

FP22sq-2C

FP5.5sq-2C

FP22sq-3C

FP5.5sq-2C

カ

T

坑内カメラ

非常電話

拡声放送設備

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

拡

1.各機器への立上りのケーブル種別はFP5.5sq-2Cとする。

 注　記 

なお、立上りケーブルの延長については、下記のとおりとする。

・坑内カメラ：2.5m

・非常電話：1.6m

・拡声放送設備(スピーカ制御盤)：1.0m

非常用通話設備ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP8sq-4C

単位

m

数量

624.4

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

813.4

備考

FP8sq-3C m 189.0

FP8sq-2C m 176.6

FP5.5sq-2C m 9.6

FP22sq-3C m 88.3

FP22sq-2C m 88.3

FP5.5sq-2C m 30.0

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-3C

単位

m

数量

417.05

備考

FP22sq-2C m 587.95

FP5.5sq-2C m 1426.05

FP2sq-2C m 7.0
2.スピーカ制御盤からスピーカへの立上りのケーブル種別はFP2sq-2Cとする。

なお、立上りケーブル延長は3.5mとする。

直線接続1箇所

分岐接続1箇所

直線接続2箇所

直線接続4箇所

直線接続1箇所

分岐接続1箇所

分岐接続4箇所

直線接続1箇所

分岐接続1箇所

支持金具8箇所

3.非常駐車帯の妻壁部のケーブル延長は2.5mとする。

31m

2
.
5m

2
.
5m非常駐車帯

176.6m 189m 179.85m 173m 157.5m 114.05(157.5)m

88.3m88.3m 94.5m 94.5m 89.925m 89.925m 86.5m 86.5m 78.75m 78.75m 78.75m 35.3(78.75)m

587.95m 417.05(655)m

587.95m 417.05(655)m

FP5.5sq-2C

417.05(655)m

配置配線図(1)(参考図)

1:4000

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

交通規制安全設備工(下り線対面通行)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 交通規制安全設備工(下り線対面通行)配置配線図(2)(参考図) 

個数設 備 項 目

追
　
　
越
　
　
側

設 備 項 目 個数

走
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

備　考

備　考

23 24 25 2726 28 29 30 3231 33 34 35 3736 38 39 40 4241 43

7 8 9 10 11 126

22

明科トンネル(下り線)L=1000(2512)m

T カ カ T カ T カ T カ T カ T カカ カ カ カ カ

拡 拡

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C

FP22sq-3C

FP5.5sq-2C

FP22sq-4C

FP5.5sq-2C

FP22sq-4C

FP5.5sq-2C

カ

T

坑内カメラ

非常電話

拡声放送設備

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

拡

1.各機器への立上りのケーブル種別はFP5.5sq-2Cとする。

 注　記 

なお、立上りケーブルの延長については、下記のとおりとする。

・坑内カメラ：2.5m

・非常電話：1.6m

・拡声放送設備(スピーカ制御盤)：1.0m

非常用通話設備ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP8sq-4C

単位

m

数量

1000.0

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

1000.0

備考

FP5.5sq-2C m 9.6

FP5.5sq-2C m 30.0

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

772.05

備考

FP22sq-3C m 237.95

FP5.5sq-2C m 2917.5

FP2sq-2C m 7.0

FP5.5sq-2C

2.スピーカ制御盤からスピーカへの立上りのケーブル種別はFP2sq-2Cとする。

なお、立上りケーブル延長は3.5mとする。

分岐接続6箇所 直線接続2箇所

分岐接続2箇所

直線接続1箇所

支持金具8箇所

3.非常駐車帯の妻壁部のケーブル延長は2.5mとする。

31m

2
.
5m

2
.
5m非常駐車帯

43.45(157.5)m 162m 183.5m 147m 157.5m 157.6m 148.95(185.9)m

 43.45(78.75)m 92.95m 56.0(92.95)m78.8m78.8m78.75m78.75m73.5m73.5m91.75m91.75m81.0m81.0m

237.95(655)m 650.6m 121.45(633.45)m

237.95(655)m 650.6m 121.45(633.45)m

FP5.5sq-2C

650.6m

FP5.5sq-2C

650.6m

237.95(655)m

118.95(630.95)m

FP5.5sq-2C

121.45(633.45)m

FP5.5sq-2C

121.45(633.45)m

FP5.5sq-2C

配置配線図(2)(参考図)

1:4000

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

交通規制安全設備工(下り線対面通行)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 交通規制安全設備工(下り線対面通行)配置配線図(3)(参考図) 

個数設 備 項 目

追
　
　
越
　
　
側

設 備 項 目 個数

走
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

備　考

備　考

44 45 4746

12

48 49 5150

13

52 53 54

14

明科トンネル(下り線)L=512(2512)m

T カ T カ T カ T カカ カ カ

拡

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C

FP14sq-4C

FP38sq-4C

FP8sq-4C

FP22sq-4C

FP22sq-4C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP22sq-4C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

カ

T

坑内カメラ

非常電話

拡声放送設備

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

拡

至　明科トンネル主電気室

至　明科トンネル主電気室

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

1.各機器への立上りのケーブル種別はFP5.5sq-2Cとする。

 注　記 

なお、立上りケーブルの延長については、下記のとおりとする。

・坑内カメラ：2.5m

・非常電話：1.6m

・拡声放送設備(スピーカ制御盤)：1.0m

非常用通話設備ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP8sq-4C

単位

m

数量

512.0

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

512.0

備考

FP5.5sq-2C m 6.4

FP5.5sq-2C m 17.5

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

512.0

備考

FP5.5sq-2C m 2050.0

FP2sq-2C m 3.5

2.スピーカ制御盤からスピーカへの立上りのケーブル種別はFP2sq-2Cとする。

なお、立上りケーブル延長は3.5mとする。

分岐接続4箇所

分岐接続7箇所

直線接続2箇所

分岐接続1箇所

支持金具4箇所

支持金具8箇所

36.95(185.9)m 147m 157.5m 157.5m

36.95(92.95)m 78.75m78.75m78.75m78.75m73.5m73.5m

512(633.45)m

512(633.45)m

512(633.45)m

512(633.45)m

512(633.45)m

配置配線図(3)(参考図)

1:4000

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

交通規制安全設備工(下り線対面通行)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 平面図 35.7KP-36.2KP(仮設)(参考図) 
下り線施工時(上り線対面通行)

中分

下り線

上り線

 KP36.248

 KP35.648

KP35.8079
気象観測

KP35.858

ET-A

非常電話設備（下り36）

KP35.858

ET-A

非常電話設備（上り36）
KP35.897

可変速度規制標識

KP35.8 KP35.9 KP36.0 KP36.1 KP36.2

KP35.7

50

麻績7-2

引込柱

仮
D

仮
D

KP35.8

仮設D板

1 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

1

CCP-AP0.65-10P FP30

仮設D板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR22sq-2C

単位

m

数量

445.9

備考

IV3.5sq m 445.9

CCP-AP0.65-10P m 445.9

仮設ケーブル管路工(管路工)

配管種別

ころがしFP40(1)30(1)

単位

m

数量

445.9

備考

直線接続1箇所

直線接続

直線接続1箇所

D

D

D

D

D

1

443.9m+↑2m  凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

D

D

仮設D板電源

仮設D板制御

↑ 立上げ

下り線施工時(上り線対面通行)

1:2500

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

平面図 35.7KP-36.2KP(仮設)(参考図)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 平面図 36.3KP-36.9KP(仮設)(参考図) 

中分

下り線

上り線

 KP36.948 KP36.248

可変速度規制標識

KP36.347

KP36.467
D型

KP36.533

ET-C

KP36.543

ET-C1

KP36.827
MH

非常電話設備(下り37)

非常電話設備(上り37)

KP36.4

KP36.5 KP36.6

KP36.7

KP36.8

KP36.9

KP36.3

V

V

EA-C1
VICS

KP36.310

V

EA-C1
5.8G-VICS

KP36.313

V

50

麻績8-3

MH-EM2

コア抜き Φ75

仮
DS

仮
DS

KP36.7

仮設DS板

1 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

1 2 3 4 5 6

7

8

2 壁高欄添架FP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

4 よう壁添架FP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

6 ころがしFP30(2)

VVR5.5sq-2C,IV3.5sq FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

7 トンネル壁面添架FP30(2)

VVR5.5sq-2C,IV3.5sq FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

仮設D板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR22sq-2C

単位

m

数量

585.7

備考

IV3.5sq m 585.7

CCP-AP0.65-10P m 585.7

仮設DS板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR5.5sq-2C

単位

m

数量

227.7

備考

IV3.5sq m 227.7

CCP-AP0.65-10P m 227.7

下り線施工時(上り線対面通行)

仮設ケーブル管路工(管路工)

配管種別 単位

m

数量

393.8

備考

m 141.6

m 36.7

m 190.0

仮設ケーブル管路工(橋梁部)

配管種別 単位

m

数量

49.3

備考

ころがしFP30(2)

直線接続直線接続

直線接続2箇所

直線接続2箇所

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

D

D

DS

DS

仮設D板電源

仮設D板制御

仮設DS板電源

仮設DS板制御

↑ 立上げ

M マンホール内余長

D

D

D

D

D

D

DS

DS

DS

DS

3 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

D

D

5 ころがしFP40(1)30(1)

VVR22sq-2C,IV3.5sq FP40

CCP-AP0.65-10P FP30

D

D

8 ころがしFP30(2)

VVR5.5sq-2C,IV3.5sq FP30

CCP-AP0.65-10P FP30

DS

DS

DS

DS

D

D

D

DS

8

7

7

231.7m

49.3m

36.0m

141.6m

126.1m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

34.0m

154.0m+↑2m
下り線施工時(上り線対面通行)

1:2500

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

平面図 36.3KP-36.9KP(仮設)(参考図)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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中分

下り線

上り線

 KP39.748

 KP39.048

KP39.730

ET-C

非常電話設備(下り40)

KP39.732

ET-JA

非常電話設備(上り40)

KP39.708
D型

KP39.2

KP39.3

KP39.4

KP39.5

KP39.6

KP39.7

KP39.1

麻績8-6
可変速度規制標識

 平面図 39.1KP-39.7KP(仮設)(参考図) 

MH-EM2

1
2

明科トンネル主電気室

4
3

5

1 ころがしFP50(4)40(1)

FP38sq-4C FP50

FP22sq-4C FP50

FP14sq-4C FP40

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

2 ころがしFP50(4)40(1)

FP38sq-4C FP50

FP22sq-4C FP50

FP14sq-4C FP40

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

3 ころがしFP50(1)40(1)

FP38sq-4C FP50

FP14sq-4C FP40

4 トンネル壁面添架FP50(3)

FP22sq-4C FP50

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

5 ころがしFP50(3)

FP22sq-4C FP50

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

下り線施工時(上り線対面通行)

非常用通話設備ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP14sq-4C

単位

m

数量

69.7

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP38sq-4C

単位

m

数量

69.7

備考

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

112.9

備考

FP5.5sq-2C m 749.0

監視詰所(仮設)

監視詰所

6

6 ころがしFP50(2)

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C FP50

FP5.5sq-2C

仮設ケーブル管路工(管路工)

配管種別 単位

m

数量

65.7

備考

m 3.0

m 37.9

m 43.2

m 3.0

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

ス

T

ス

カ

スピーカ制御盤電源

スピーカケーブル

非常用通話設備電源

坑内カメラ電源

↑ 立上げ

M マンホール内余長

4

4

ス

ス

ス

ス

ス

カ

ス

T

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

カ

カ

T

T T

カ

ス

ス

46.7m

M 1.0m

M 1.0m

M 1.0m

19.0m

3.0m

3.0m

37.9m

下り線施工時(上り線対面通行)

1:2500

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

平面図 39.1KP-39.7KP(仮設)(参考図)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 交通規制安全設備工(上り線対面通行)配置配線図(1)(参考図) 
個数設 備 項 目

追
　
　
越
　
　
側

設 備 項 目 個数

走
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

備　考

備　考

53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33

14 13 12 11 10 9

明科トンネル(上り線)L=1000(2536)m

T カ T カ T カ T カ T カ T カカ カ カ カ カ カ

拡 拡

1.各機器への立上りのケーブル種別はFP5.5sq-2Cとする。

 注　記 

FP22sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP22sq-3C

FP8sq-2C

FP22sq-2C FP22sq-3C

FP8sq-3C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C

カ

T

坑内カメラ

非常電話

拡声放送設備

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

拡

なお、立上りケーブルの延長については、下記のとおりとする。

・坑内カメラ：2.5m

・非常電話：1.6m

・拡声放送設備(スピーカ制御盤)：1.0m

非常用通話設備ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP8sq-4C

単位

m

数量

608.5

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

796.6

備考

FP8sq-3C m 188.1

FP8sq-2C m 193.4

FP5.5sq-2C m 9.6

FP22sq-3C m 96.7

FP22sq-2C m 96.7

FP5.5sq-2C m 30.0

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-3C

単位

m

数量

443.55

備考

FP22sq-2C m 561.45

FP5.5sq-2C m 1452.55

FP2sq-2C m 7.0

2.スピーカ制御盤からスピーカへの立上りのケーブル種別はFP2sq-2Cとする。

なお、立上りケーブル延長は3.5mとする。

直線接続6箇所

分岐接続1箇所

分岐接続10箇所

分岐接続1箇所

直線接続1箇所

分岐接続4箇所

分岐接続1箇所

直線接続1箇所 直線接続2箇所

直線接続2箇所

支持金具12箇所

支持金具36箇所

支持金具8箇所

3.非常駐車帯の妻壁部のケーブル延長は2.5mとする。

31m

2
.
5m

2
.
5m非常駐車帯

561.45m 443.55(655)m

86.25(164.5)m193.4m 188.1m 197.5m 163.75m 161m

82.25m 4.0(82.25)m96.7m 96.7m 94.05m 94.05m 98.75m 98.75m 81.875m 81.875m 80.5m 80.5m

FP22sq-4C

443.55(1989.55)m

1005(2551)m

配置配線図(1)(参考図)

1:4000

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

交通規制安全設備工(上り線対面通行)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 交通規制安全設備工(上り線対面通行)配置配線図(2)(参考図) 
個数設 備 項 目

追
　
　
越
　
　
側

設 備 項 目 個数

走
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

備　考

備　考

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13

8 7 6 5 4

12

明科トンネル(上り線)L=1000(2536(m

T カ T カ T カ T カ T カ T カカ カ カ カ カ カ

拡 拡

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP22sq-3C FP22sq-4C FP22sq-4C

FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C

カ

T

坑内カメラ

非常電話

拡声放送設備

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

拡

1.各機器への立上りのケーブル種別はFP5.5sq-2Cとする。

 注　記 

なお、立上りケーブルの延長については、下記のとおりとする。

・坑内カメラ：2.5m

・非常電話：1.6m

・拡声放送設備(スピーカ制御盤)：1.0m

非常用通話設備ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP8sq-4C

単位

m

数量

1000.0

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

1000.0

備考

FP5.5sq-2C m 9.6

FP5.5sq-2C m 30.0

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

798.55

備考

FP22sq-3C m 211.45

FP5.5sq-2C m 2968.5

FP2sq-2C m 7.0

2.スピーカ制御盤からスピーカへの立上りのケーブル種別はFP2sq-2Cとする。

なお、立上りケーブル延長は3.5mとする。

直線接続11箇所

分岐接続2箇所

分岐接続12箇所

分岐接続6箇所

直線接続2箇所支持金具12箇所

支持金具36箇所

支持金具8箇所

3.非常駐車帯の妻壁部のケーブル延長は2.5mとする。

31m

2
.
5m

2
.
5m非常駐車帯

211.45(655)m 652.6m 145.95(681.95)m

145.95(681.95)m

78.25(164.5)m 111.5(156.5)m160.75m 167.25 161m 161m 160.25m

78.25(82.25)m 78.25m 33.25(78.25)m80.375m 80.375m 83.625m 83.625m 80.5m 80.5m 80.5m 80.5m 80.125m 80.125m

798.55(1334.55)m

1010(1989.55)m

1010(2551)m

配置配線図(2)(参考図)

1:4000

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

交通規制安全設備工(上り線対面通行)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 交通規制安全設備工(上り線対面通行)配置配線図(3)(参考図) 
個数設 備 項 目

追
　
　
越
　
　
側

備　考

設 備 項 目 個数

走
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

備　考

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

3 2 1

明科トンネル(上り線）L=536(2536)m

T カ T カ T カ T カカ カ カ

拡

FP14sq-4C

FP38sq-4C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP5.5sq-2C

FP22sq-4C

FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C FP8sq-4C

FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C FP22sq-4C

FP22sq-4C

カ

T

坑内カメラ

非常電話

拡声放送設備

 凡  例 

分岐接続

直線接続

仮　　設

既　　設

拡

至　明科トンネル主電気室

至　明科トンネル主電気室

至　明科トンネル主電気室

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

至　防災監視詰所

1.各機器への立上りのケーブル種別はFP5.5sq-2Cとする。

 注　記 

なお、立上りケーブルの延長については、下記のとおりとする。

・坑内カメラ：2.5m

・非常電話：1.6m

・拡声放送設備(スピーカ制御盤)：1.0m

非常用通話設備ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP8sq-4C

単位

m

数量

536.0

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

536.0

備考

FP5.5sq-2C m 6.4

FP5.5sq-2C m 17.5

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

536.0

備考

FP5.5sq-2C m 2146.0

FP2sq-2C m 3.5

2.スピーカ制御盤からスピーカへの立上りのケーブル種別はFP2sq-2Cとする。

なお、立上りケーブル延長は3.5mとする。

分岐接続12箇所

分岐接続1箇所分岐接続4箇所

分岐接続7箇所

直線接続2箇所支持金具8箇所

支持金具21箇所

支持金具4箇所

536(681.95)m

536(681.95)m

536(1334.55)m

536(1989.55)m

536(2551)m

45(156.5)m 147.5m162.25m 168m

45(78.25)m 81.125m 81.125m 73.75m 73.75m 84.0m 84.0m

配置配線図(3)(参考図)

1:4000

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

交通規制安全設備工(上り線対面通行)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 明科トンネル仮設機器設置図(1)(上り線施工時)(参考図) 

 下り線 対面通行時 

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

道路中心トンネル中心

S.L

220

1
6
00

非常電話(仮設)

3500500

250

3500 500

250

標準部

坑内カメラ(仮設)

3
0
00

坑
内
カ

メ
ラ

設
置

高
さ

1
5
00

非
常
電

話
設

置
高
さ

反射式標識(仮設)

屋外コンセント

(1コ口)(仮設)

FP5.5sq-2C

壁面添架

FP5.5sq-2C

壁面添架

250 150

3
0
0

2
5
0

2
1
0

140

150
4-φ5取付穴

 非常電話　S=1:10 

2
0
0

1
5
0

291

60 60171

非
常
電
話

非
常
電
話

4-φ11

 反射式案内標識　S=1:10 

非
常
電
話

4
0

1
2
0

4
0

4-コンクリートビスM6×40L

4-コンクリートアンカー M8×70L

アルミ板 t2.0

(上り線施工時)(参考図)

1:60,10

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル仮設機器設置図(1)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 明科トンネル仮設機器設置図(2)(上り線施工時)(参考図) 
非常駐車帯部

S.L

LEVEL

2.0％

1250 220

3
6
00

ス
ピ
ー

カ
設

置
高
さ

35002500500

250

3500 500

250

750

スピーカ(仮設)

スピーカ制御盤(仮設)

31000

非常駐車帯中心

トンネル中心

道路中心

 A-A  S=1:100 

 平面図(下り線対面通行時)  S=1:200 

A

A

スピーカ制御盤(仮設)

スピーカ(仮設)

: 仮　設

 凡 例 

: 既  設

FP2sq-2C(仮設)

壁面添架

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP2sq-2C

単位

m

数量

7.0

備考

下り線

(上り線施工時)(参考図)

1:200,100

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル仮設機器設置図(2)

31 / 63

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 明科トンネル仮設機器設置図(3)(下り線施工時)(参考図) 

 上り線 対面通行時　S=1:60 

標準部

220

1
6
00

S.L

3500 3500 500 250500250

トンネル中心 道路中心

非常電話(仮設)

3
0
00

坑
内
カ

メ
ラ

設
置

高
さ

1
5
00

非
常
電

話
設

置
高
さ

坑内カメラ(仮設)

反射式案内標識(仮設)

屋外コンセント

(1コ口)(仮設)

FP5.5sq-2C

壁面添架

FP5.5sq-2C

壁面添架

250 150

3
0
0

2
5
0

2
1
0

140

150
4-φ5取付穴

 非常電話　S=1:10 

2
0
0

1
5
0

291

60 60171

非
常
電
話

非
常
電
話

4-φ11

 反射式案内標識　S=1:10 

非
常
電
話

4
0

1
2
0

4
0

4-コンクリートビスM6×40L

4-コンクリートアンカー M8×70L

アルミ板 t2.0

(下り線施工時)(参考図)

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル仮設機器設置図(3)

1:60

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

　 32 　

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 明科トンネル仮設機器設置図(4)(下り線施工時)(参考図) 
非常駐車帯部

 A-A  S=1:100 

 平面図(上り線対面通行時)  S=1:200 

: 仮　設

 凡 例 

: 既  設

31000

A

A

スピーカ制御盤(仮設)

スピーカ(仮設)

2500

S.L

LEVEL 2.0％

440

35002500500

250

3500 500

250

750

非常駐車帯中心

トンネル中心

道路中心

3
6
00

ス
ピ
ー

カ
設

置
高
さ

スピーカ(仮設)

スピーカ制御盤(仮設)

FP2sq-2C(仮設)

壁面添架
拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP2sq-2C

単位

m

数量

7.0

備考

上り線

7m

(下り線施工時)(参考図)

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル仮設機器設置図(4)

1:200,100

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 明科トンネル主電気室機器配置配線図(仮設)(参考図) 

ポンプ室

倉庫

受配電室

700016000

5
0
00

3
0
00

8
0
00

イ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 10 10
1 2 3

12 13 13 13 131 2 3 4

1415

16

17

18 18 18
19 20

21

22

24

23

機械室

換気変圧器二次盤

所内変圧器盤

照明変圧器盤

き電盤(1)

絶縁変圧器二次盤

絶縁変圧器

き電盤(2)

受電盤

備　考機　器　名　称

 電気室機器名称表 

記号

8

7

6

5

4

3

2

1

換気変圧器9

無停電電源装置10

直流電源装置11

照明制御盤12

照明C/C盤13

中継リレー盤14

換気C/C盤15

保守切替盤16

接地端子盤17

排煙専用換気制御盤18

換気計測盤19

可変監視制御盤20

防災受信盤21

点検盤22

ＦＭ再放送装置23

24

備　考機　器　名　称記号

電気室分電盤

25 換気C/C盤3

500kVA

250kVA

50kVA

600kVA

50kVA

VDF

備　考機　器　名　称記号

イ

 機械室機器名称表 

18

仮
設
分
電
盤

仮
設
Ｄ
Ｓ
板

仮
設
Ｄ
板

所
内
変
圧
器
盤

制
御
監
視
用
Ｐ
Ｃ

Ｕ
Ｐ
Ｓ

電
　
源

通
　
信

監視詰所 電気室

VVR22sq-2C,IV3.5sq

VVR3.5sq-2C

VV3.5sq-2C,IV3.5sq

CCP-AP0.65-10P CCP-AP0.65-10P

 配線系統図 

屋　外

Ｖ
Ｄ
Ｆ

至 副電気室
既設連絡線(メタル)

7 a b イ

機械室

信
号
変
換
器
盤

c

可
変
監
視
制
御
盤

20

拡
声
放
送
主
装
置

CCP-AP0.65-10P

CCP-AP0.65-10P

VVR3.5sq-2C

スピーカケーブル

非常電話

bac

a 仮設分電盤

b UPS(1φ2W 100V 1kVA)

c 信号変換器盤

VVR3.5sq-2C

FP5.5sq-2C×5

FP14sq-4C
坑内カメラ

FP38sq-4C
スピーカ制御盤

FP22sq-4C

VVR8sq-2C

至　トンネル内または監視詰所

 凡  例 

仮　　設

既　　設

T

ス

カ

D

D

DS

DS

拡主

PC

スピーカ制御盤電源

非常用通話設備電源

坑内カメラ電源

仮設D板電源

仮設D板制御

仮設DS板電源

仮設DS板制御

拡声放送主装置電源

制御監視用PC電源

MH

仮設DS板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR8sq-2C

単位

m

数量

5.2

備考

拡声放送用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP22sq-4C

単位

m

数量

5.8

備考

非常用通話設備用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP14sq-4C

単位

m

数量

5.8

備考

坑内カメラ用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

FP38sq-4C

単位

m

数量

5.8

備考

VVR3.5sq-2C m 5.8

仮設D板用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR22sq-2C

単位

m

数量

5.2

備考

IV3.5sq m 5.2

CCP-AP0.65-10P m 31.3

T

カ

ス

拡主

D

D

D

DS

VVR3.5sq-2C m 5.8PC

仮設分電盤,UPS用ケーブル(設置・撤去)

ケーブル種別

VVR3.5sq-2C

単位

m

数量

19.2

備考

分

IV3.5sq m 19.2分

VVR3.5sq-2C m 3.2U

分 分電盤入力電源

U UPS入力電源

0
.
9m

8.0m

1
.
0m

1.9m

1
.
0m

3
.
0m

0
.
8m

3.5m

2
.
1m

1
.
6m

0
.
4m

0
.
3m

0
.
3m

0.8m 0.6m 1.3m

↑1m

↑1m ↑1m ↑1m

↑1m

↑1m

M 1.0m

↑ 立上げ

M マンホール内余長

1

3

4

5

6

8

9

2

3

11

2

12

566

2
0
00

435

3

3

10

2

8
2

2

7

2

3

3

デジタルパワーアンプ　120W×2

マイクパネル

デジタルアナウンスマシン

通気パネル

デジタルミキサー

モニターパネル

ブランクパネル

キャビネットラック

機　器　名　称記号

8

7

6

5

4

3

2

1

直流電源9

電源分配パネル10

端子盤パネル11

接話型マイク12

 拡声放送架　S=1:20  平面図　S=1:100 

機器配置配線図(仮設)(参考図)

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル主電気室

1:100,20

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

　 34 　

　 34 　
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長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 明科トンネル副電気室機器配置配線図(仮設)(参考図) 

1 2 3 4 5 6

87 9 11 20 10

12
13

16

18

15

14
1719

7000 7000

14000

6
0
00

照明制御盤

直流電源盤

換気変圧器盤

照明変圧器一次・換気変圧器一次

換気変圧器二次盤

所内変圧器盤

照明変圧器盤

受電盤

備　考機　器　名　称

 電気室機器名称表 

記号

8

7

6

5

4

3

2

1

照明Ｃ／Ｃ盤9

中継リレー盤10

換気Ｃ／Ｃ盤11

保守切換盤12

接地端子盤13

遠方監視制御装置（子局）14

ＶＤＦ15

ヒーター制御盤16

自発光デリニェータ17

ラジオ再放送受信装置18

中継増幅器(屋内用)(無線用)19

連絡リレー盤20

a

仮
設
分
電
盤

仮
設
Ｄ
Ｓ
板

仮
設
Ｄ
板

所
内
変
圧
器
盤

Ｕ
Ｐ
Ｓ

電
　
源

通
　
信

電気室

VVR22sq-2C,IV3.5sq

VVR5.5sq-2C,IV3.5sq

VVR3.5sq-2C

VV3.5sq-2C
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 配線系統図 
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機器配置配線図(仮設)(参考図)

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル副電気室

1:60

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名
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 明科トンネル（上り線）坑口廻り配管設置図(参考図) 

 麻績側正面図 

 麻績側平面図 

坑口分電盤
7
0
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明
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ト
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（
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坑口分電盤

支持金具

支持金具

支持金具

注記

1.本図の配管配線及び支持金具は、「平面図39.1KP-39.7KP(仮設)下り線施工時(上り線対面通行)」で計上する。

坑口廻り配管設置図(参考図)

1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル(上り線)
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 明科トンネル（下り線）坑口廻り配管設置図(参考図) 

 麻績側正面図 

 麻績側平面図 
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500*500*200

PB

500*500*200

注記

 本図の配管配線及び支持金具は、「平面図39.1KP-39.7KP(仮設)上り線施工時(下り線対面通行)」で計上する。

注記

 本図の配管配線及び支持金具は、「平面図36.3KP-36.9KP(仮設)下り線施工時(上り線対面通行)」で計上する。

坑口廻り配管設置図(参考図)

1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル(下り線)
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 配管敷設図(参考図) 

 トンネル壁面添架FP30(2) 

　支持金具敷設図FP管 

2.0m
支持金具 支持金具

FP管

FP30

支持金具

▽ 壁面

M10アンカーボルト×2300
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M10アンカーボルト×2
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 よう壁添架FP40(1)30(1)  よう壁添架FP40(1)30(2) 

壁高欄

M10アンカーボルト×2

配管敷設図(参考図)

1:10

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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上り線　Ｌ＝2536m

下り線　Ｌ＝2512m
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 上り線施工時(下り線対面通行)場合 

R側

L側

(仮設時下り線)

(仮設時上り線)

仮設(上り線用)入口照明設置

R側
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(仮設時下り線)

(仮設時上り線)
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主
電
気
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 下り線施工時(上り線対面通行)の場合 
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(仮設時上り線)

仮設(下り線用)入口照明設置
L側
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(仮設時下り線)

(仮設時上り線)

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:10000,100

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

明科トンネル 一般図

応用地質株式会社

長野自動車道 明科トンネル補強工事

明科トンネル 一般図 S=1:10000
(参考図)
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トンネル延長=2536m
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(仮設時下り線)

(仮設時上り線)

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:400

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

下り線施工時(上り線対面通行)

応用地質株式会社

下り線施工時(上り線対面通行)入口部照明緩和曲線・配置図 S=1:400

入口部照明緩和曲線・配置図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1:400

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

上り線施工時(下り線対面通行)入口部照明緩和曲線・配置図 S=1:400

長野自動車道 明科トンネル補強工事

上り線施工時(下り線対面通行)

入口部照明緩和曲線・配置図

(参考図)
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麻績側安曇野側

明科トンネル主電気室
ケーブルサイズ回　路 負 荷 名 称 備 考
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5
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q
-
3
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F
P
 
3
.
5
s
q
-
3
C F
P
 
3
.
5
s
q
-
3
C

(1L2) (1L1)
ELB2

(1L2)
ELB1

(1L1)
ELB4

(1L2)
ELB5

(1L1)
ELB6

(1L2)
ELB7

(1L1)
ELB8

(1L2)
ELB13

(1L1)
ELB12

(1L2)
ELB11

(1L1)
ELB10

(1L2)
ELB9

(1L2)

(仮設時上り線)

(仮設時下り線)

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

VVR 3.5sq-3C(曇天2)

VVR 5.5sq-3C(曇天1)

VVR 5.5sq-3C(晴天2)

VVR 3.5sq-3C(晴天1)

明科トンネル副電気室
ケーブルサイズ回　路 負 荷 名 称 備 考

8

7

6

5

晴天２

晴天１

曇天２

曇天１

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

仮設

仮設

仮設

仮設

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

NON

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

下り線施工時(上り線対面通行)

応用地質株式会社

下り線施工時(上り線対面通行)入口照明幹線系統図 S=1:NON

入口照明幹線系統図

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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麻績側安曇野側

明科トンネル主電気室

明科トンネル副電気室
ケーブルサイズ回　路 負 荷 名 称 備 考

8

7

6

5

晴天２

晴天１

曇天２

曇天１

調光 調光線

3R

2L

4L

4R

1L1 停電時１

停電時２

ELB ELB警報

1L2

ケーブルサイズ回　路 負 荷 名 称 備 考

既設

埋設管内配線

直 線 接 続

ラック上配線

露出管内配線

分 岐 接 続

記  号

分　電　盤

区 分 開 閉 器

Ｅ Ｌ Ｂ 箱

名    称 備  考

既設ケーブル

昼夜間R1

昼夜間R2

昼夜間L2

昼夜間L1

R-8R-7R-6R-5R-4R-3

L-5L-4L-3L-2
L-1 L-8L-7

L-6

調光

3R

4R

調光

3R

4R

1L1

1L2

ELBELB CVV   2sq-2C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C CVV   2sq-3C

1L2

1L1

IV 　22sq

接地

接地

4L

2L

CVV 2sq-5C

8R

7R

6R

5R

5L

6L

7L

8L

IV 　22sq

F
P
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s
q
-
3
C

F
P
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.
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s
q
-
3
C

F
P
 
3
.
5
s
q
-
3
C

1
L
1

1
L
1

1
L
2

R-1

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

Ｌ

Ｒ

R-2

2L

4L

坑口灯

VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 8sq-3C

VVR 8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C VVR 3.5sq-3C VVR 3.5sq-3C VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

全 FP  3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

FP  3.5sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR 8sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C VVR 5.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C VVR 5.5sq-3C

VVR  14sq-3CVVR  14sq-3CVVR  14sq-3CVVR  14sq-3CVVR  14sq-3CVVR  14sq-3CVVR  14sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR   8sq-3C VVR   8sq-3C VVR   8sq-3C VVR   8sq-3C VVR   8sq-3C

VVR 5.5sq-3C VVR 5.5sq-3C

VVR 8sq-3C

VVR 22sq-3C

VVR 22sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR   8sq-3C VVR   8sq-3C VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR 22sq-3C

VVR  22sq-3CVVR  22sq-3C

9

9R

9L

VVR 3.5sq-2C

CVV 3.5sq-5C

CVV 3.5sq-5C

CVV 3.5sq-5C

VVR 3.5sq-2C

E

E

※ ※ ※ ※ ※ ※

※※※※※※

EEEEEEEEEEEE
ELB1
(1L2)

ELB2
(1L1)

ELB3
(1L2)

ELB4
(1L1)

ELB5
(1L2)

ELB6
(1L1)

ELB7
(1L2)

ELB8
(1L1)

ELB9
(1L2)

ELB10
(1L1) (1L2)

ELB11 ELB12
(1L1)

ELB13
(1L2)

(1L2)
ELB

(仮設時上り線)

(仮設時下り線)

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

8

7

6

5

晴天２

晴天１

曇天２

曇天１

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

仮設

仮設

仮設

仮設

VVR 3.5sq-3C(曇天2)

VVR 5.5sq-3C(曇天1)

VVR 5.5sq-3C(晴天2)

VVR 3.5sq-3C(晴天1)

既設

既設

既設

既設

既設

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

NON

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上り線施工時(下り線対面通行)

応用地質株式会社

上り線施工時(下り線対面通行)入口照明幹線系統図 S=1:NON

入口照明幹線系統図
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上り線
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3
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(3.0+10.5＠7)

K
P
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7
.1
2
35

上り線

(10.5＠18)

2536m

KP 37.022

坑口分電盤

IV 22sq

IV 22sq

IV 22sq(既設)

ﾗｯｸ上

ﾗｯｸ上

FP  3.5ﾟ-3C

5.2 5.3

3.5 7.0

Ｅ1AL2-7

SAL-8

SAR-8

KP 37.1182

4R 4R

4R 3R 4R 3R 4R 3R 4R 3R 4R

3R3R

1L2

1L2 1L1 1L1

4L 4L

4L 4L 4L 4L2L2L

2L

4AL

2AL

4AR
調光AR

3AR

調光AL

1LA2

176177178179

171172173174175176177178179

185186187L-188

180181182183184

180181182R-183

R

R

R R

R R R

R

S

S

S

S

S S

S S

S

S

TT

TT

T

T

T T

ELBA

1LA2

接地線系統図

VVR   8sq-3C
VVR   8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

FP  3.5sq-3C

VVR  14sq-3C

VVR 3.5sq-3C

CVV 2sq-2C

CVV3.5sq-5C

CVV3.5sq-5C

Ec

６ ７５４３２１ ８

21.0

10.5

副電気室

晴天1
晴天2
曇天1
曇天2VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C

晴天1
晴天2
曇天1
曇天2VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C

A区間
(10m)

B区間
(3.5m)

C区間
(10.5m)

D区間
(10.5m)

E区間
(10.5m)

F区間
(10.5m)

G区間
(10.5m)

H区間
(10.5m)

I区間
(10.5m)

J区間
(10.5m)

K区間
(10.5m)

L区間
(10.5m)

M区間
(10.5m)

N区間
(10.5m)

O区間
(10.5m)

P区間
(10.5m)

Q区間
(10.5m)

R区間
(10.5m)

S区間
(10.5m)

T区間
(10.5m)

U区間
(10.5m)

V区間
(10.5m)

W区間
(10.5m)

X区間
(10.5m)

Y区間
(10.5m)

Z区間
(10.5m)

回 路 名

曇天１

晴天２

晴天１

曇天２

回路番号

５

６

７

８

灯具種別回路区分

入口照明灯具凡例

1.　　　: 本工事箇所を示す。

注記)

新設配線

新設配線

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：600

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

下り線施工時(上り線対面通行)

応用地質株式会社

下り線施工時(上り線対面通行)入口照明配線図(1) S=1:600

入口照明配線図(1)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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9
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27

2512m

坑口分電盤

IV 22sq

IV 22sq(既設)

ﾗｯｸ上

IV 22sq ﾗｯｸ上

Ec

接地線系統図

坑口分電盤

FP  3.5ﾟ-3C

6.0

1.4

Ｅ1LB2-7

KP 39.196

2

1

3

3

1

2

坑口分電盤

5.7 4.6

SBL-8

SBR-8

KP 39.0924

5.1 5.2

S

CVV 2sq-5C(既設撤去)

CVV 2sq-3C(新設)

1L2 1L1

1L1

4L 4L 4L 4L 4L

4L 4L

2L 2L

2L

4R 3R 4R 3R 4R 3R 4R 3R 4R

4R 3R 4R 3R3R

1BL1

4BL

調光BL

1BL2

ELBB

1BL1

2BL

1BL1

4BL

調光BL

1BL2

ELBB

2BL

1BL2

4BL

調光BL

1BL1

2BL

4BR

3BR

調光BR

1BL1

1BL2

ELBB

173 174 175 176 177 178 179 180 181

182 183 184 L-185

168 169 170 171 172 173 174 175 176

177 178 179 180 R-181

T

T

T

T

T T T

T

T

TR

R R

R

R

R

R R

R

S

S

S

S

S

S

S

S

Ec

Ec

CVV   2sq-3C

FP  3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR   8sq-3C

FP  3.5sq-3C

VVR   8sq-3C

FP  3.5sq-3C

VVR   8sq-3C

CVV   2sq-3C

VVR 5.5sq-3C

CVV   2sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C VVR  22sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

CVV 3.5sq-5C

CVV 3.5sq-5C

CVV 3.5sq-5C

CVV 3.5sq-5C

IV   22sq

IV   22sq

3R,4R

3R,調光

282.7370.8370.8370.8370.8370.8185.4

2512.0

189.9

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

調光BRCVV 3.5sq-5C
4BRVVR  22sq-3C
3BRVVR  22sq-3C
晴天1
晴天2
曇天1
曇天2VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C

1
5
'

調光BRCVV 3.5sq-5C
4BRVVR  22sq-3C
3BRVVR  22sq-3C
晴天1
晴天2
曇天1
曇天2VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C
VVR 5.5sq-3C

A区間
(10m)

B区間
(4.9m)

C区間
(10.3m)

D区間
(10.3m)

E区間
(10.3m)

F区間
(10.3m)

G区間
(10.3m)

H区間
(10.3m)

J区間
(10.3m)

I区間
(10.3m)

K区間
(10.3m)

L区間
(10.3m)

M区間
(10.3m)

N区間
(10.3m)

O区間
(10.3m)

P区間
(10.3m)

Q区間
(10.3m)

R区間
(10.3m)

S区間
(10.3m)

T区間
(10.3m)

U区間
(10.3m)

V区間
(10.3m)

W区間
(10.3m)

X区間
(10.3m)

Y区間
(10.3m)

Z区間
(10.3m)

回 路 名

曇天１

晴天２

晴天１

曇天２

回路番号

５

６

７

８

灯具種別回路区分

入口照明灯具凡例

晴天1

晴天2

曇天1

曇天2 VVR 3.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

1.　　　: 本工事箇所を示す。

注記)

新設配線

新設配線
新設配線

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：600

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上り線施工時(下り線対面通行)

応用地質株式会社

上り線施工時(下り線対面通行)入口照明配線図(1) S=1:600

入口照明配線図(1)

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)

　 45 　

 45 /  63

45 / 63



発電機室

通信機械室

電気室

ポンプ室

倉庫

※機器は全て既設
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電気室機器名称表

19

21

22

20

6

7

5

4

3

2

9

8

1

10

15

14

13

18

17

16

12

11

A

B

C

D

E

F

G

a

b

c

d

e

f

h

i

j

k

番号 機 器 名 称 備 考 番号 機 器 名 称 備 考 番号 機 器 名 称 備 考

換気変圧器二次盤

所内変圧器盤

換気変圧器

保守切替盤

直流電源装置

照明制御盤

無停電電源装置

中継リレー盤

換気制御盤

接地端子盤

き電盤 (2)

タイトランス盤 500 KVA

タイトランス二次盤

照明変圧器盤 250 KVA

50 KVA

50 KVA

照明C/C盤

換気C/C盤

き電盤 (1)

受電盤

点検盤

防災受信盤

換気計測盤

可変監視制御盤

発電機盤

発電機

ディーゼルエンジン

空気圧縮機

空気槽

燃料槽

換気扇

325 PS以上

3.7 KW

100L×2

1950L

メタリックケーブル配分架

直流電源装置

移動無線装置

ラジオ再放送架

警察無線電話装置

接地端子盤

消防無線電話装置

デジタル無線機

UPS(2KVA)(D-FB用)

遠方監視制御装置(子局)

FMラジオ再放送装置

配線表（上り線）

回路名

1L1

負荷名称

停電時1

1L2 停電時2

2L

3R

4L

4R

調光 調光線

5 曇天2

6 曇天1

7 晴天2

8 晴天1

自 至

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH ELB ELB警報

MH 接地 接地線

配線仕様 配管仕様 備　考

VVR 3.5sq-3C

CVV   2sq-5C

IV 22sq

VVR 3.5sq-3C

ﾋﾟｯﾄ内

既設

配線表（下り線）

回路名

1L1

負荷名称

停電時1

1L2 停電時2

2L

3R

4L

4R

調光 調光線

自 至

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

MH

ELB ELB警報

接地 接地線

配線仕様 配管仕様 備　考

CVV   2sq-5C

IV 22sq

ﾋﾟｯﾄ内

既設

13

13

13

13

13

12

16

13

13

12

1

1

1

1

1

1

2

21

g

g

VVR   8sq-3C

E2-CP54(9)(9)(6)(6)CP75(2)(2)（既設）E2-CP54(9)(6)(6)CP75(2)(2)（既設）

VVR   8sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

坑口灯9

CVV 3.5sq-5CCVV 3.5sq-5C

昼夜間R2

昼夜間R1

昼夜間R2

16 161 2

17

2

2

昼夜間R1

昼夜間L1

昼夜間L2

昼夜間L1

昼夜間L2

2

2

2

2

2

2

1 2 3

23

23 調光制御盤

16

16

16

16

16

16

16

13

13

12

12

17

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

※１

※１

※１

※１

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

13 1 5 曇天2

6 曇天1

7 晴天2

8 晴天1

MH

MH

MH

MH

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C13 1

13 1

13 1 VVR 3.5sq-3C

新設仮設

新設仮設

新設仮設

新設仮設

MH

1.　　　: 本工事箇所を示す。

注記)

※１部分は仮設工事時に端子から切離し、仮設入口照明配線と入替える。

12.5ｍ

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：100

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 主電気室配線図 S=1:100

明科トンネル 主電気室配線図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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機器は全て既設

7000 7000

14000

6
0
00

1000 800 700 1200 1200 700 1400

800 600 600 600 600 600 700

2
0
00

8
0
0

6
0
0

下り線へ
E3-CP54(9)×2 CP75(2)×2（既設）

2 3

電気室

11 1 1011 11

19 17
14

15

18

16

12
13

MH

MH

MH

MH

MH

9

9

9

9

9

16

15

14

13

17

18

19

12

11

10

6

7

5

4

3

2

1

9

8

1 2 3 4 5 6

987

5

6

7

8

9

番号 機　器　名　称 備　考 番号 機　器　名　称 備　考

ﾋﾟｯﾄ内

照明変圧器盤

所内変圧器盤

換気変圧器２次盤

換気変圧器盤

直流電源盤

照明制御盤

照明Ｃ／Ｃ盤

中継リレー盤

換気Ｃ／Ｃ盤

保守切替盤

き電盤

受電盤 接地端子盤

遠方監視制御装置（子局）

ＶＤＦ

ヒーター制御盤

自発光デリネーター

ラジオ再放送受信装置

中継増幅器（屋内用）

VVR 3.5sq-3C

VVR 8sq-3C

VVR 3.5sq-3C

曇天2

曇天1

晴天2

晴天1

坑口灯

回路名 負荷名称自 至 配管仕様 備　考配線仕様

既設

VVR 8sq-3C

配線表（下り線）
電気室機器名称表

VVR 3.5sq-3C

※１

※１

※１

※１

MH

MH

MH

MH9

9

9

9 5

6

7

8

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

曇天2

曇天1

晴天2

晴天1

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

新設仮設

※１部分は仮設工事時に端子から切離し、仮設入口照明配線と入替える。

新設仮設

新設仮設

新設仮設

1.　　　: 本工事箇所を示す。

注記)

上り線へ
13.5ｍ

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：100

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 副電気室配線図 S=1:100

明科トンネル 副電気室配線図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様

2L

3R

4L

4R

調光

接地 接地線

調光線

昼間R

昼間L

夜間

深夜

CVV 3.5sq-5C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C CP 54(9)

IV 22sq

備　考

既設

既設

既設

既設

既設

（既設）

A B C

既設

K
.
P
3
9
.6

K
.P

3
9.

6

K
.
P
3
9
.5

K
.
P
3
9
.
5

K
.
P3
9
.4

K
.
P3
9
.4

K
.
P3

9
.3

K
.
P3

9
.3

3
9
1

3
8
9

3
90

3
9
1

3
9
2

3
8
9

3
90

3
91

3
9
2

明科トンネル（下り線） L=2,512m

明科トンネル（上り線） L=2,536m

K
P
 
39
.
37
0

S
T
A
 3
9
0
+2
2

K
P
 
39
.
39
4

S
T
A
 3
9
0
+4
6

（既設）
EM2-ST5

（既設）
EM2-ST5

（既設）
EM2-ST5

（既設）
EM2-ST5

（既設）
EM2-ST5

（既設）
EM2-ST5

CC

A

B

主電気室

5

6

7

8

9 坑口灯

晴天1

晴天2

曇天1

曇天2 VVR 3.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR 3.5sq-3C 既設

既設

既設

既設

既設

回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様

2L

3R

4L

4R

調光

接地 接地線

調光線

深夜 VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

IV 22sq

備　考

既設

既設

既設

既設

既設

既設

5

6

7

8

9 坑口灯

晴天1

晴天2

曇天1

曇天2 VVR 3.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR 3.5sq-3C 既設

既設

既設

既設

既設

1L2 停電時

1L1 停電時 VVR   8sq-3C 既設

既設 1L2 停電時

1L1 停電時 既設

既設

75(2)×2

CP 54(9)

（既設）

54(6)

回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様

2L

3R

4L

4R

調光

接地 接地線

調光線

深夜 VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

IV 22sq

備　考

既設

既設

既設

既設

既設

既設

1L2 停電時

1L1 停電時 既設

既設

CP 54(9)×2

（既設）

54(6)×2

54(6)×2 54(4)
75(2)×2

75(2)×2

A

C

A

注）坑口横断及び坑口分電盤は、各「坑口廻り配管設置図」参照とする。

VVR 5.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

CVV 3.5sq-5C

VVR   8sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR  22sq-3C

VVR  22sq-3C

CVV 3.5sq-5C

VVR   8sq-3C

VVR 5.5sq-3C

昼夜間R2

昼夜間L

坑口分電盤

坑口分電盤

VVR   8sq-3C

昼夜間R1

昼夜間R2

昼夜間L

昼夜間R1

ELB ELB警報 CVV 3.5sq-5C 既設

ELB ELB警報 CVV 3.5sq-5C 既設ELB ELB警報 CVV 3.5sq-5C 既設

5

6

7

8 晴天1

晴天2

曇天1

曇天2 VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

新設仮設

新設仮設

新設仮設

新設仮設

1.　　　: 本工事箇所を示す。

注記)

埋設管内配線

ラック上配線

露出管内配線

記  号

分　電　盤

名    称 備  考

既設ケーブル

80.0ｍ

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：1000

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネルインバート設置発注図面作成業務

長野自動車道

明科トンネル 麻績側坑口廻り配管配線図 S=1:1000

明科トンネル

麻績側坑口廻り配管配線図

(参考図)
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長野自動車道 明科トンネル補強工事



回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様

5

6

7

8

9 坑口灯

晴天1

晴天2

曇天1

曇天2

75(2)×2

VVR 3.5sq-3C

VVR   8sq-3C

VVR 3.5sq-3C

備　考

既設

既設

既設

既設

既設

（既設）

A

3
6
4

K
.
P
36
.6

K
.
P
36
.6

K
.
P
3
6
.7

K
.
P
3
6
.7

K
.P

3
6
.8

K
.
P
3
6
.8

K
.P

3
6.

9

K
.
P
3
6
. 9

3
6
3

3
6
5

3
6
6

3
6
3

3
6
4

3
6 5

副電気室

A

CP 54(9)×2

明科トンネル（下り線） L=2,512m

明科トンネル（上り線） L=2,536m

S
T
A
 
3
6
5+
10

K
P
 
3
6
.8
58

S
TA

 
3
65

+1
0

K
P 

3
6
.8

58

VVR   8sq-3C

坑口分電盤

VVR 3.5sq-3C

B

B

C
C

D

回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様

ー ｺﾝｾﾝﾄ電源 VVR 22sq-3C

備　考

既設

ﾋｰﾀｰ電源

5

6

7

8 晴天1

晴天2

曇天1

曇天2 VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

新設仮設

新設仮設

新設仮設

新設仮設

既設

既設

既設

既設

既設

VVR 8sq-3C

CV 5.5sq-3C

IV 3.5sq

VVR 3.5sq-2C

ー

ー

ー

ー

ー

B

回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様

ー ｺﾝｾﾝﾄ電源 VVR 22sq-3C

備　考

既設

ﾋｰﾀｰ電源 既設VVR 8sq-3Cー

C

既設配管

既設配管

回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様 備　考

5

6

7

8 晴天1

晴天2

曇天1

曇天2 VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

新設仮設

新設仮設

新設仮設

新設仮設

D

FEP50×2

ころがし配管

回路名 負荷名称 配線仕様 配管仕様 備　考

5

6

7

8 晴天1

晴天2

曇天1

曇天2 VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

新設仮設

新設仮設

新設仮設

新設仮設

E

G54×2

E

立上げ部

1.　　　: 本工事箇所を示す。

注記)

埋設管内配線

ラック上配線

露出管内配線

記  号

分　電　盤

名    称 備  考

既設ケーブル

45.0ｍ

22.0ｍ

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：1000

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 安曇野側坑口廻り配管配線図 S=1:1000

明科トンネル

安曇野側坑口廻り配管配線図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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7
0
0

明
科

ト
ン

ネ
ル
(
下

り
線
)
　

L
=
2
,
5
1
2m

麻績側坑口

10,000 11,000

21,000

5,100 5,100600 600

5,3006004,100 5,300 1,600 4,100

9
,
70
0

8
,
20
0

1
,
50
0

1
,
50
0

8
,
20
0

2
,
10
0

安曇野側正面図

安曇野側平面図麻績側平面図

P.BOX-1(既設)

坑口分電盤

B2-G36(2)28(1)

ﾀﾞｸﾄ150×75(既設)

ﾀﾞｸﾄ150×75(既設)

300×450×200

コアー抜き100φ

A

A

B

C B2-G54(2)

回路 負荷名称 配線仕様 配管仕様

接地

調光線

接地線 IV 22sq

調光L

VVR 22sq-3C

CVV 3.5sq-5C

3R

4R VVR 22sq-3C

B

G36

G28

G36昼夜間R1

昼夜間R2

B2-G36(2)28(1)

回路 負荷名称 配線仕様 配管仕様

接地

調光線

接地線 IV 22sq

調光L

VVR 22sq-3C

CVV 3.5sq-5C

3R

4R VVR 22sq-3C

昼夜間R1

昼夜間R2

A 屋外ダクト内

ダクト

コアー抜き80Φ(3)

5,1005,100 600600

7,6508,787

16,437

410

明
科

ト
ン

ネ
ル
(
上

り
線
)
　

L
=
2
,
5
1
2m

1
0
,
50
0

1
0
,
50
0 7
,
60
0

2
,
90
0

5,560 4,727 4,727 2,923

4
,
7
0
0

2,650

4
,
5
0
0

9
7
0

P.BOX(新設)
300×300×200

二種可とう電線管(防水)
G54－FV50(新設)

B2-G54(2)

P.BOX-1(既設)
300×450×200

B2-G54(2)(新設)

麻績側正面図
下り線側(上り線用仮設入口照明) 上り線側(下り線用仮設入口照明)

(既設)

(既設)

(既設)

B2-G36(2)28(1)
B2-G54(2)(新設)

坑口分電盤
(既設)

下り線側(上り線用仮設入口照明) 上り線側(下り線用仮設入口照明)

4
,
7
0
0

(既設)5

6

7

8

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

曇天2

曇天1

晴天2

晴天1

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

5

6

7

8

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

曇天2

曇天1

晴天2

晴天1

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

G54

G54

回路 負荷名称 配線仕様 配管仕様

5

6

7

8

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

曇天2

曇天1

晴天2

晴天1

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

G54

G54

C

D

D FEP50(2)ころがし配管

回路 負荷名称 配線仕様 配管仕様

5

6

7

8

VVR 3.5sq-3C

VVR 5.5sq-3C

曇天2

曇天1

晴天2

晴天1

VVR 5.5sq-3C

VVR 3.5sq-3C

FEP50

FEP50

1.　　　: 本工事箇所を示す。

注記)

9,400

9,400

B2-G54(2)

C

P.BOX(新設)
300×300×200

D

(新設)

(新設)

13.5ｍ

9.5ｍ

7.0ｍ

0.5ｍ

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：200

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル(上下線)坑口廻り配管配線設置図 S=1:200

明科トンネル(上下線)

坑口廻り配管配線設置図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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監査廊工

（走行車線）（追越車線）

（監視員通路）

道路中心 トンネル中心

S.L

5003,2501,0003,250500
460

8
1
0

（走行車線）（追越車線）

内
装

高
:
1
9
2
0

内
装

高
:
1
8
2
0

W=3250

路面：コンクリート(C1)
内装板：あり

Wo=9950

H
=
4
7
0
0

1
0
0
0

(安曇野側)

（仮設時下り線） （仮設時上り線）

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：60

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

下り線施工時(上り線対面通行)照明器具取付図 S=1:100

下り線施工時(上り線対面通行)

照明器具取付図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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路面：コンクリート(C1)
内装板：あり

(麻績側)

（走行車線）（追越車線）

道路中心 トンネル中心

S.L

5003,2501,0003,250500

（走行車線）（追越車線）内
装

高
:
1
8
2
0

Wo=9947

H
=
4
6
0
0

1
0
0
0

（仮設時下り線）（仮設時上り線）

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：60

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

上り線施工時(下り線対面通行)照明器具取付図 S=1:100

上り線施工時(下り線対面通行)

照明器具取付図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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（走行車線）（追越車線）

（監視員通路）

道路中心 トンネル中心

S.L

5003,2501,0003,250500
460

8
1
0

（走行車線）（追越車線）

H
=
4
7 00

（走行車線）（追越車線）

道路中心 トンネル中心

S.L

5003,2501,0003,250500

（走行車線）（追越車線）

H
=
4
6 0
0

（仮設時下り線）（仮設時上り線）

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：5,40

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 入口照明器具取付要領図 S=1:5,40
(参考図)

器具取付図　S=1:5
(参考図)

取付金具(SUS t4)

照明器具正面図　S=1:5

照明器具取付断面図(上り線)　S=1:40

コンクリートアンカー
2-M10(SUS,二重落下対策品)

照明器具取付断面図(下り線)　S=1:40

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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負
　
荷
　
名
　
称

KVA

AF/AT

小計(KVA)

電気方式

回路番号

AC 3φ3Ｗ 460Ｖ

130.980

AJF1

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン(

上
り)

100
/75

AJF2

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン(

上
り)

100
/75

AJF3

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン(

上
り)

43.66

100
/75

消
火
ポ
ン
プ

201

自
家
発
補
機

202203204205206 101102103104105106212 1111121131141155

AC/GC3φ3W460Ｖ AC/GC 3φ4W 182-105VAC/GC 3φ3W 210V

31.136 17.13

12.09.68 0.1 7.2 - 1.2 0.5

消
火
ポ
ン
プ
盤

予
　
　
備

非
常
電
話(

上
り)

・
　
麻
績 

・

警
察
・
消
防
無
線

ラ
ジ
オ
再
放
送
架

電
気
室
電
灯
コ
ン
セ
ン
ト

無
線
基
地
局

防
災
雑
電
源

AC 3φ3W 460V

17.0

6 7 8 4LA 3A 3B 2A 2B

AC/GC 3φ3W 460V

14.3

1.460 1.342 1.1260.46

50
/20

1.458

入
口
照
明
　
上
り
曇
天
２

入
口
照
明
　
上
り
曇
天
１

入
口
照
明
　
上
り
晴
天
２

入
口
照
明
　
上
り
晴
天
１

坑
口
灯
　
上
り

基
本
照
明 

昼
夜
間
深
夜
　
上
り

基
本
照
明 

昼
夜
間
深
夜
　
下
り

基
本
照
明 
昼
夜
間
深
夜
　
上
り

基
本
照
明 
昼
夜
間
深
夜
　
下
り

誘
導
表
示
灯
２
（
上
り
）

誘
導
表
示
灯
３
（
上
り
）

誘
導
表
示
灯
４
（
上
り
）

誘
導
表
示
灯
１
（
下
り
）

誘
導
表
示
灯
２
（
下
り
）

A

O
C
G

ZCT

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

600V CV200Sq-3C

Wh A
AS

OCG

CT×2
1000/5A

EF

PT
460V/110V

VS
V

EF

ACB
1000AFZCT

E2

CTT 換気変圧器２次盤

換気変圧器盤

MCB
3P

MC

THR

600V CV38Sq-3C

6KV CV14Sq-3C

照明変圧器盤

CT×2
×２

ASCTT

き電盤(2)

受電盤

211

4.49

電
気
室
動
力(

盤
内
フ
ァ
ン)

0.8 2.0

AC 3φ4W 182-105V

4.5

輝
度
計
電
源

A
AS

CT×2

MCB 3P
225AF
200AT

VS
V

EF

Tr3φ
50KVA
460/210/182-105V

A
AS

CT×3
100/5A

MCB 4P
100AF
100AT

MC 4P
50A

VS
V

EF
OCG

E2

CTT

換気C/C盤

※

600V CV200Sq-3C

UC-DT 3P
400A

ＧDE TG

EX

12/14

発電

3φ3W　460V　60Hz　250KVA　325PS以上

発電機盤

受電
3φ3W　6600V　60Hz

CT×2

PF

CTT

ＰＴ×２

150/5A

６６００／１１０Ｖ

WWh

PTT

A
AS

VS
V

DS　3P
7.2KV

ＵＶ
ＶＲ

PCT Wh

PAS
7.2KV
200A

PFVARH

E1

ZPD

DG

 CVV2Sq-4C
6KV CVT100Sq

 CVV2Sq-3C

デマンド監視装置

400A

V/TD

A/TD

EF

OC
×2

ＴＳVCB

400A
7.2KV

8KA

38.0

38.0

副
電
気
室

12.482

22.482

誘
導
表
示
灯
１
（
上
り
）

誘
導
表
示
灯
３
（
下
り
）

誘
導
表
示
灯
４
（
下
り
）

1A11A21B11B2

基
本
照
明 

停
電
時
照
明
　
上
り

26.194

INV 3φ3W 460V
INV

防
災
受
信
盤

1.600

INV1φ2W105V

101
INV
102

監
視
制
御
盤

予
　
　
備

213

AC 3φ3W 210V

- 1.48 1.48

予
　
　
備

通
信
機
械
室
空
調

排
煙
専
用
換
気
制
御
盤

電
気
室
電
灯
コ
ン
セ
ン
ト

予
　
　
備

SC

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

ZCT

MCB
3P

MC

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

ZCT

同
　
　
　
左

ZCT

MCB
3P

MC

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

MCB
3P 同

　
　
　
左

MCB
2P

MCB
2P

600V 60Sq-3C

MC
3P

自動調光装置

MCB 3P
225AF

200A

150AT

MCB 3P
100AF
100AT照明制御盤

LA×3

ES3

KS 3P

480V

MCB 3P
100AF
100AT

照明変圧器盤へ

※※※

200/5A

MC 3P
100A

MC
×1

MCB
3P

※※ ※※※※※※※※※※

600V CVT22Sq

無停電電源装置盤

※※※※ ※※※※

同
　
　
　
左

照明Ｃ／Ｃ盤

400A
MC-DT 3P

MCB 3P
225AF
150AT

600V CV200Sq-3C

MCB
2P

1φ
1KVA

※※※※

同
　
　
　
左

ZCT

Tr

600V CV22Sq-3C

MCB
3P

O
C
G

ZCT

※※

100A
3P
MC-DT

3P
100A

600V CV14Sq-3C

1000AT
OC
×２

MCB 3P
100AF/75AT

MCB
225/200AT

MCB
400/400AT

Wh A
AS

OCG

CT×2
400/5A

EF

PT
460V/110V

VS
V

EF

MCB
400AFZCT

E2

CTT

Tr3φ
250KVA
6600/460V

VCB

400A
7.2KV

8KA

6KV CV14Sq-3C

OCCT×2
50/5A ×2

A
ASCTT

400AT

き電盤（１）

PF

GPT
6600/

EF

Tr3φ
500KVA
6600/6600V

VCB

400A
7.2KV

8KA
OCCT×2

75/5A ×2
A

ASCTT

190
3

EF

OVG

PTT VS
V

VCB

400A
7.2KV

8KA

CT×2
75/5A ×2

A
ASCTT

副電気室へ

6KV CVT22Sq

ZCT

EF

OCG

E2

CTT

MCB 3P
400AF
400AT

IV22Sq

CT×2

EF

CTT

400/5A
WWh

PTT

A
AS

VS
V

UV

VR

PF

V/TD

A/TD

EF

ＯＣ
×２

EF

MCB 3P
400AF
400AT

PT×2
460/110

600V CV200Sq-3C

FH

所内変圧器盤

保守切替盤

P1 401 10A1 DLADLB

予
　
　
備

107

Ａ
Ｔ
Ｌ
・
Ｏ
Ｃ
Ｇ
補
助
電
源

108

盤
内
雑
電
源

109

デ
ジ
タ
ル
無
線

10A210A310A410B110B210B310B4

予
　
　
備

116

50

絶縁変圧器盤

絶縁変圧器２次盤

43.6643.66

100
/75

100
/100

MCB
3P

O
C
G

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ

10.0

MCB
3P

※

OC

VCB

400A
7.2KV

8KA

75/5A
OC A

Tr3φ
600KVA
6600/460V

MCB
400/400AT

50
/20

50
/30

50
/30

50
/30

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

基
本
照
明 

昼
夜
間
深
夜
　
上
り

4L

基
本
照
明 

昼
夜
間
深
夜
　
上
り

4R

基
本
照
明 

昼
夜
間
深
夜
　
下
り

4L

基
本
照
明 

昼
夜
間
深
夜
　
下
り

4R

7.434 6.844 7.552 6.844

調

調
光
回
路

50
/20

1.5

O
C
G

O
C
G

O
C
G

50
/30

50
/30

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

6.726 6.844 3.304 3.422 1.3 1.7 1.7 0.72 0.72 1.7 1.7 1.3

ZCT

O
C
G

基
本
照
明 

停
電
時
照
明
　
上
り

基
本
照
明 

停
電
時
照
明
　
下
り

基
本
照
明 

停
電
時
照
明
　
下
り

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

2.832 1.170 2.596 2.006 8.88 8.71 1.1 0.5 -

同
　
　
　
左

O
C
G

O
C
G

MC MC
×4 ×4

60.485⇒38.02

600V 8Sq-2C

50
/30

50
/30

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

ELB
3P

MCB
3P

MCB
3P

MCB
2P

MCB
3P

MCB
3P

MCB
3P

50
/20

50
/20

50
/20

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

MCB
4P

50
/20

50
/20

50
/20

50
/30

50
/30

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

100
/20

100
/20

50
/20

50
/20

50
/20

50
/20

-5.0 2.0 1.0

無停電電源装置単線結線図

三相サイリスタ
スイッチ

MC 3P

双方向変換器

MCCB 3P
125AF
60AT

30KVA

AHS

MCCB 3P
50AF
 20AT

Tr3φ
460/182-105V
10 KVA

MCCB 3P
50AF
 50AT

300AH
 53ｾﾙ

DC100V
MSE

AC/GC 3φ3W 460V 60Hz

照明変圧器盤より

MC 3P

MCB
2P

SID
20A

MCB
2P

MCB
2P

MCB
2P

MCB
2P

蓄電池盤

MC 2P

MCCB 3P
125AF
60AT

MC 3P

MCCB 3P
125AF
60AT

双方向変換器盤 入出力盤

MCCB 2P
50AF

ASH

（パラレルプロセッシング方式）

V
～

V
～

V

V

AHS

A
V
～

I
EB

＞ZCT

ﾉﾝﾄﾘｯﾌﾟ

MCB
2P

80A

MCB
2P

MCB
2P

 CV22sq-3C

CVT22sq

MCCB 3P
50AF
 50AT

 照明C/C盤へ
予備

1.0 1.0 1.0 -

合計(KVA) 363.807

-

3R 3R 2L 2L

402

50
/30

9 4RA4LB4RB

50

8-6

50

8-3

1

1

2

2
無停電電源装置

3

単線結線図より 3

予
　
　
備

予
　
　
備

7-3
7-4

非
常
電
話(

下
り)

・
　
麻
績 

・

50

8-4
8-5

- -

屋
内
換
気
扇

KS
3P

30

換気C/C 1
換気C/C 1(予備)

C/C照明 INV主幹

44

MCCB300 MCCB200

INV
103

照明変圧器2次主幹

40

42

MC
×6

ACAC AC

MCB2P10A
直流制御

電源

MCB2P10A
OCG電源

43

52RM

52F3-M 52F2-M 52F1-M

FA2

FA1

52F31-M

C/C　照明主幹
41

所内変圧器1次

10

視
線
誘
導
灯

KSF

負荷容量

MCB容量

回路番号

負
　
荷
　
名
　
称

KVA

電気方式

受
配
電
制
御

遠
制
子
局

自
家
発
電
制
御

中
継
局

Ｄ
Ｔ
操
作
用

D3 D4 D5 D1

DC 1φ2W 100V

5A 3A 3A -

50/1050/1050/1050/1050/10

17A

D6

50/10

D2

5A

予
　
　
備

D7

50/10

3A 5A

予
　
　
備

D8

照
明
制
御

50/10

3A -

　
（
照
明
変
圧
器
）

C/C場所 C/C1 C/C2 C/C4 C/C2 C/C3 C/C4

ELB
3P

ELB
3P

50
/20

2.0 1.0

注記　※印は保守切換盤への回路を示す。

仮設時上り線入口照明配線を端子にて切離し、
仮設下り線側上り入口照明配線を接続する。

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

NOT

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 主電気室単線結線図 S=NOT

明科トンネル 主電気室単線結線図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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負
　
荷
　
名
　
称

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン(

下
り)

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン(

下
り)

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン(

下
り)

直
流
電
源
装
置

予
　
　
備

Ｏ
Ｃ
Ｇ
補
助
電
源

取
水
ポ
ン
プ
盤

車
両
検
知
器

電
気
室
電
灯
コ
ン
セ
ン
ト

明
科
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

電
気
室
電
灯
コ
ン
セ
ン
ト

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

換
気
連
絡
リ
レ
ー
盤

注記　※印は保守切換盤への回路を示す。

予
　
　
備

坑
外
灯
　
下
り

カ
ル
バ
ー
ト
照
明

予
　
　
備

ヒ
ー
タ
ー
制
御
盤

自
発
光
デ
リ
ニ
ェ
ー
タ

同
　
　
　
左

同
　
　
　
左

主
電
気
室
よ
り
（
Ａ
Ｃ
・
Ｇ
Ｃ
）

予
　
　
備

デ
ジ
タ
ル
無
線
中
継
局
舎

三相サイリスタ

V

整　流　器

A

充電器20A

50AH
48ｾﾙ

MCB 3P
32AF

VS

DC100V

15AT

AC/GC 3φ3W 210V 60Hz

DC 100V

受
配
電
制
御

遠
制
子
局

照
明
制
御

し
ゃ
断
器
操
作

F

直流電源盤単線結線図

負荷電流

MCB容量

負荷電圧

回路番号

負
　
荷
　
名
　
称

D101

32/10 32/10 32/10 32/10 32/10

4A5A 5A 3A

MCB
2P

MCB
2P

MCB
2P

MCB
2P

MCB
2P

MCB 2P
32AF
30AT

MSE

A

U<

予
　
　
備

32/10

中
継
リ
レ
ー
盤

3A

MCB
2P

所内変圧器盤（MCCB201　50AF/20AT)より保守切換盤経由

予
　
　
備

予
　
　
備

D102 D103 D104 D105 D106

仮設時下り線入口照明配線を端子にて切離し、
仮設上り線側下り入口照明配線を接続する。

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

NOT

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 副電気室単線結線図 S=NOT

明科トンネル 副電気室単線結線図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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入口照明器具
TES-50-2M(TAE050B01/C)

取付部

制御装置

LEDユニット

前面ガラス

端板

部　品　名

4

6

5

電源装置

部番

1

3

2

本体

材質･材厚

SUS304 t2

組立品

組立品

強化ガラス t5

SUS316

アルミ

2

4

1

1

1

1

数量

1

備　　考

塗装

M8、ゆるみ止めナット

塗装

7

配線コネクタ 1樹脂8

入口照明器具
TES-70-2M(TAE075B01/C)

1
1
3
0

800

770

1
0
0

(
1
9
1
)

4-12×22穴 取付金具(SUS)

2

3

4

透明、ガラス飛散防止フィルム付

5

67

組立品

8

9

支持金具 3SUS3049

1
3
0

800

770

4-12×22穴 取付金具(SUS)4

8

9

1

1
0
0

(
1
9
1
)

267

取付部

制御装置

LEDユニット

前面ガラス

端板

部　品　名

4

6

5

電源装置

部番

1

3

2

本体

材質･材厚

SUS304 t2

組立品

組立品

強化ガラス t5

SUS316

アルミ

2

4

1

1

1

1

数量

1

備　　考

塗装

M8、ゆるみ止めナット

塗装

7

配線コネクタ 1樹脂8

透明、ガラス飛散防止フィルム付

組立品

支持金具 3SUS3049

M10×L30(SUS)
(ゆるみ止めナット)

M10×L30(SUS)
(ゆるみ止めナット)

5

1
4
0

854

1
1
0

1
4
0

854

1
1
0

TES-100-2M(TAE100BO1/C)

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：10

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 入口照明器具外形図(1) S=1:10

明科トンネル入口照明器具外形図(1)

(参考図)

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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入口照明器具
TES-150-2M(TAE150B01/C)

取付部

制御装置

LEDユニット

前面ガラス

端板

部　品　名

4

6

5

電源装置

部番

1

3

2

本体

材質･材厚

SUS304 t2

組立品

組立品

強化ガラス t5

SUS316

アルミ

2

4

1

1

1

1

数量

1

備　　考

塗装

M8、ゆるみ止めナット

塗装

7

配線コネクタ 1樹脂8

入口照明器具
TES-200-2M(TAE200B01/C)

1

1
3
0

800

770

1
0
0

(
1
9
1
)

4-12×22穴 取付金具(SUS)

2

3

4

透明、ガラス飛散防止フィルム付

5

67

組立品

8

9

支持金具 3SUS3049

取付部

制御装置

LEDユニット

前面ガラス

端板

部　品　名

4

6

5

電源装置

部番

1

3

2

本体

材質･材厚

SUS304 t2

組立品

組立品

強化ガラス t5

SUS316

アルミ

2

4

1

1

1

1

数量

1

備　　考

塗装

M8、ゆるみ止めナット

塗装

7

配線コネクタ 1樹脂8

透明、ガラス飛散防止フィルム付

組立品

支持金具 3SUS3049

M10×L30(SUS)
(ゆるみ止めナット)

1

1
6
0

990

960

1
0
0

(
1
9
1
)

4-12×22穴 取付金具(SUS)

2

3

4

67

8

9

M10×L30(SUS)
(ゆるみ止めナット)

5

1
4
0

854

1
1
0

1
4
0

1044

1
1
0

TES-250-2M(TAE250B01/C)

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：10

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

明科トンネル 入口照明器具外形図(2) S=1:10

明科トンネル入口照明器具外形図(2)

(参考図)
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t4.5

4-10φ×20L

2-12φ×20L

UボルトM10

74

238

238

238

30 74

60

30

50

60

30

30 30

70

50

コンクリートアンカー

2-M10×70L

B2-G 54(2)

　　　３．Ｚ仕様は溶融亜鉛メッキ（HDZ55　ボルトナット類はHDZ35）とする。

注記）１．配管・取付金物は溶融亜鉛アルミニウム合金メッキ(350g/㎡)とする。

　　　２．ボルト・ナット類は溶融亜鉛アルミニウム合金メッキ(250g/㎡)とする。

Ｕボルト詳細図

5946G 28 30

117101

30

30

30

35

35

107

85

74

6856

62

74

88

G 82

G 70

G 54

G 42

G 36

10
PW×2

M10×4

P呼び径 EL ナットM

P

M10

E

L

注記）

１．防錆仕様：溶融亜鉛アルミニウム合金メッキ(250g/㎡)

（SUS304）

PL 2.3t

M6×12L,PW

2
0

18

3.0t補強板

ネオプレンパッキン 30×3t

Ｘ部詳細図

Ｘ

2.3t

6－M6タップ
端子台 2-M5

PB 300×300×200姿図 S=1:20

L-40×40×5t
6-12φキリ

300

3
0
0

3
0
0

200

5組B2-G54(2)

1個

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1：10,20

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

応用地質株式会社

露出配管支持金物詳細図 S=1:10,20

露出配管支持金物詳細図

長野自動車道 明科トンネル補強工事

(参考図)
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 給水本管工  移設工撤去図(参考図) 

保護コンクリート保護コンクリート

ハンドホール(A型)

(既設)

ハンドホール(A型)

(既設)

31000

ハンドホール(A型)

(既設)

A

A

 A-A　S=1:50 

 平面図　S=1:150 

ハンドホール(A型)

(新設位置)

31
35

3135

CP75(2)

CP54(6)

5000 462029705000

記 号

45 曲管 150φ×45°

名　　称

 凡　例 

撤去

既設

備 考

ダクタイル鋳鉄管

名　　称

 数量表 

仕　　様

直管定尺 150φ×5000L

単位 数 量

本 2

本 1

本 2

ダクタイル鋳鉄管 　切管　 150φ×4620L

　切管　 150φ×3135Lダクタイル鋳鉄管

　切管　 150φ×2970ダクタイル鋳鉄管 本 1

曲管  45°×150φダクタイル鋳鉄異径管 個 4

45

45

45

45

配水本管(撤去)配水本管(撤去)

4
0
0

400

保護コンクリート m3 1.198C1-1

400

3535

418

鉄筋 kg 125.8D13

適用

0.995kg/m

保護コンクリート

D13@200

給水本管工  移設工撤去図(参考図)

図示

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

106図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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 給水本管工  移設・復旧図(参考図) 

継ぎ輪150φ

継ぎ輪150φ

保護コンクリート

ハンドホール(A型)

(既設)

ハンドホール(A型)

(既設)

31000

ハンドホール(A型)

(既設)

A

A

B

B

 A-A　S=1:50  B-B  S=1:50 

 平面図　S=1:150 

ハンドホール(A型)

(新設)4990

2380

4600

記 号

90

⇒ 離脱防止金具 150φ

曲管 150φ×90°

名　　称

 凡　例 

新設

既設

備 考

ダクタイル鋳鉄管

名　　称

 数量表 

仕　　様

直管定尺 150φ×5000L

単位 数量

本 1

本 1

本 1

本 1

　切管　 150φ×4990Lダクタイル鋳鉄管

ダクタイル鋳鉄管 　切管　 150φ×4600L

　切管　 150φ×2390Lダクタイル鋳鉄管

　切管　 150φ×2380Lダクタイル鋳鉄管

　切管　 150φ×1970Lダクタイル鋳鉄管

本 1

本 2

曲管  90°×150φダクタイル鋳鉄異径管 個 4

150φ継ぎ輪 個 2

1
9
70

2390

1
9
70

⇒

90

90

⇒

⇒

⇒

⇒

90

90

⇒

⇒

⇒

5000

保護コンクリート

8箇所

配水本管(新設)配水本管(新設)

2970

本 1ダクタイル鋳鉄管 　切管　 150φ×2970L

保護コンクリート m3 0.875C1-1

340

2
5
00

340

CP75(2)

CP54(6)

保護コンクリート

4
0
0

400

D13@200

S.L

CP75(2)

CP54(6)

S.L

鉄筋 kg 93.3D13

型枠 m2 5.728CLASS D

適用

0.995kg/m

給水本管工 移設・復旧図(参考図)

図示

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

107図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社
長 野 工 事 事 務 所

長野自動車道 明科トンネル補強工事
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非常電話
   BOX

配電盤 スコット
トランス

監視員通路

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

下り線　工事用電力設備設置図　 S=Ｆree

CCTV

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(1段)
Cr-300･70(2段)

サドル

分電盤

非常電話
   BOX

CCTV

分電盤

工事区間２用

分電盤

VVR3.5sq-3C（工事区間３）

VVR8.0sq-3C（工事区間２）

至　主電気室

VVR8.0sq-3C

工事区間３用

分電盤

第　２　非 常 駐 車 帯 部
KP38.061～KP38.092

第　３　非 常 駐 車 帯 部
KP38.709～KP38.740

分電盤

工事区間４用

分電盤

各 へ電源を供給各 へ電源を供給各 へ電源を供給

数量表

項　目

VV-Rケーブル

単位 数　量

8.0sq

備　　考規格・形状

ｍ

ｍ

配電盤 基 1

基 1

100V

スコットトランス 400V/100V-200V

トンネル内非常駐車帯に設置

トンネル内非常駐車帯に設置

基 3分電盤 100V トンネル内非常駐車帯に設置

※工事用電力設備は第３非常駐車帯の設置を考えている。設置位置をKP38.720付近を想定
　また数量の取り方は、設置位置（121SP）から1SP 10.5mとして数量を算出している。

34.0

617.0

689.0

４区間

３区間

２区間

ｍ

難燃エフレックス

ｍ

ｍ 2.0

804.0 主電気室からスコットトランスまで

接続部からダウントランスまで

サドル

ブラケット

個

個 10

2

溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

ステンレス製とする。

※保守切換盤の誘導表示灯1（下り）回路の負荷側端子に VVR8sq-3Cを追加で接続し、現場まで敷設する。

8.0sq

3.5sq

8.0sq

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

ブラケットＡ

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(2段)

仮設ケーブルラック工
90°曲り Cr-300･70(2段)

▽監視員通路

非常電話
BOX

1000
直線部

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

390

26
5

既設カメラ
半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1

監
視

員
通

路
22

00
ｍ

Ａ－Ａ 断 面  S=1:100
(非常駐車帯部)

工事用電力設備

難燃エフレックス

スコットトランス配電盤単線結線図（参考図）

工事用仮設電力設備工図（１）

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

図　示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

 ／ 

長野自動車道
明科トンネル補強工事

下り線（１）

工事用仮設電力設備工図（１）
下り線（１）

　  61 　 61 /  63

　61 / 63 　

長野自動車道 明科トンネル補強工事



20A

40 620620

取付穴φ14

40

F1 F2
10A 15A

NP-2 NP-3

MCCB-1 ELCB  

-2

〃 

-3

WL1 WL2

ｾﾊﾟﾚｰﾀ-

TB-1 CON

-2

CON

-3

EC

6
5
5

700

5
0
0

750

NP-1

705

5
2
0

7
0

250 250

7
0

3
8

1
0
0

50

水抜き穴 φ8-2

(開口部) (開口部)

開口部ﾍﾞｰｸ板t=3

分電盤（参考図）　S=1:12　

上り線も同様なものを想定

100A

40 620620

取付穴φ14

40

F1 F2
10A 30A

NP-2 NP-3

MCCB-1 ELCB  

-2

〃 

-3

WL1 WL2

ｾﾊﾟﾚｰﾀ-

TB-1 CON

-2

TB

-3

EC

6
5
5

700

5
0
0

750

NP-1

705

5
2
0

7
0

250 250

7
0

3
8

1
0
0

50

水抜き穴 φ8-2

(開口部) (開口部)

開口部ﾍﾞｰｸ板t=3

配電盤（参考図）　S=1:12　

上り線も同様なものを想定

麻績側正面図（下り線）　S=1:200

4,100 600 5,300 5,300 1,600 4,100

9,
70

0

8,
20

0
1,

50
0

8,
20

0
1,

50
0

2,
10

0

坑口分電盤

PB
500*500*200

トンネル壁面添架FP50(1)

トンネル壁面添架FP50(1)

PB
500*500*200

トンネル壁面添架FP50(1)

支持金具

支持金具

支持金具

支持金具

トンネル壁面添架FP50(1)　S=1:10

支持金具

▽ 壁面

M10アンカーボルト×2

FP50

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

図　示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

工事用仮設電力設備工図（２）

 ／ 

長野自動車道
明科トンネル補強工事

工事用仮設電力設備工図（２）
下り線（２）

下り線（２）
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非常電話
   BOX

配電盤 スコット
トランス

監視員通路

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

CCTV

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(1段)
Cr-300･70(2段)

サドル

至　主電気室

VVR5.5sq-3C

第　２　非 常 駐 車 帯 部 （上り線）
KP38.065～KP38.096

分電盤

上り線　工事用電力設備設置図　 S=Ｆree

分電盤へ
VVR3.5sq-3C 各 へ電源を供給各 へ電源を供給

TS9の設置位置付近

KP37.920付近

数量表

項　目

VV-Rケーブル

単位 数　量

5.5sq

備　　考規格・形状

配電盤 基 1

基 1

100V

スコットトランス 400V/100V-200V

トンネル内非常駐車帯に設置

トンネル内非常駐車帯に設置

基 1分電盤 100V TS-9の設置位置付近に設置(KP37.920付近)

※工事用電力設備は第２非常駐車帯の設置を考えている。設置位置をKP38.080付近を想定
　また数量の取り方は、設置位置（121SP）から1SP 10.5mとして数量を算出している。

難燃エフレックス

ｍ

ｍ 2.0

1310.0 主電気室からスコットトランスまで

接続部からダウントランスまで

サドル

ブラケット

個

個 6

2

溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

ステンレス製とする。

※保守切換盤の誘導表示灯4（上り）回路の負荷側端子に VVR5.5sq-3Cを追加で接続し、現場まで敷設する。

ｍ 160.03.5sq 配電盤から分電盤まで

仮設ケーブルダクト工
WSD-300･175

ブラケットＡ

仮設ケーブルラック工
Cr-300･70(2段)

仮設ケーブルラック工
90°曲り Cr-300･70(2段)

▽監視員通路

非常電話
BOX

1000
直線部

仮設ケーブルラック工
ブラケットＢ

390

26
5

既設カメラ
半割FEP(ﾜｲﾔｰ吊下げ)
50φ×2,80φ×1

監
視

員
通

路
22

00
ｍ

Ａ－Ａ 断 面  S=1:100
(非常駐車帯部)

工事用電力設備

難燃エフレックス

坑口分電盤

2,850 1,850 5,300 5,300 850 3,850

7,
70

0
2,

00
0

2,
10

0

9,
70

0

5,
70

0
4,

00
0

PB
500*500*200

トンネル壁面添架FP50(1)

トンネル壁面添架FP50(1)

PB
500*500*200

トンネル壁面添架FP50(1)

支持金具

支持金具

支持金具

麻績側正面図（上り線）　S=1:200

TS-9

TS-16

分

電

盤
へ　

～

TS-1

TS-4

TS-5

TS-8

～ ～

スコットトランス配電盤単線結線図（参考図）
トンネル壁面添架FP50(1)　S=1:10

支持金具

▽ 壁面

M10アンカーボルト×2
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